
『
論
考
』

　
首
都
博
物
館
蔵

　
　
　
　
　
　
　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
家
　
裕
　
子

　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
北
京
の
首
都
博
物
館
に
「
妙
峰
山
進
香
図
」
と
呼
ば
れ
る
一
枚

の
絵
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
妙
峰
山
は
北
京
の
西
北
に
あ
る
山
で
、

山
上
に
中
国
北
方
の
代
表
的
女
神
で
あ
る
碧
霞
元
君
の
廟
か
お
る
。

妙
峰
山
の
陰
暦
四
月
の
ま
つ
り
は
、
か
つ
て
、
北
京
や
遠
く
天
津

か
ら
多
く
の
人
々
が
押
し
寄
せ
、
往
時
の
北
京
を
代
表
す
る
ま
つ

り
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
「
進
香
」
は
日
本
語
に
訳
せ
ば
「
参
詣
」

で
、
図
は
ま
つ
り
の
日
の
参
道
の
あ
り
さ
ま
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
彩
色
画
で
、
縦
一
六
〇
セ
ン
チ
、
横
ご
Ｉ
〇
・
八
セ
ン
チ
。

下
方
お
よ
そ
三
分
の
一
に
は
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
大
覚
寺
の
門
前

の
に
ぎ
わ
い
が
、
そ
れ
よ
り
上
方
に
は
大
覚
寺
か
ら
碧
霞
元
君
廟

に
い
た
る
山
々
と
そ
こ
を
行
き
交
う
人
々
が
描
か
れ
る
。
門
前
は
、

多
く
の
参
拝
客
や
、
参
拝
客
に
茶
・
粥
・
饅
頭
・
酒
な
ど
を
供
す

る
人
々
で
に
ぎ
わ
い
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
芸
能
が
行
わ
れ

て
い
る
（
図
一
）
。

　
図
は
軸
装
さ
れ
て
い
る
が
、
題
記
の
類
は
Ｉ
切
な
く
、
作
者
や

制
作
年
代
、
収
蔵
の
経
緯
を
知
ら
せ
る
付
帯
資
料
も
記
録
も
な
い
。

「
妙
峰
山
進
香
図
」
は
、
後
人
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
名
で
あ
る
。

図
中
の
男
性
が
揃
髪
で
あ
る
こ
と
か
ら
清
の
絵
で
あ
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
が
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
説
か
お
る
。

　
妙
峰
山
は
、
中
国
民
俗
学
史
上
最
初
の
本
格
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
場
と
な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
五
年
、

顧
順
剛
を
は
じ
め
と
す
る
、
北
京
大
学
国
学
門
の
研
究
者
が
ま
つ

り
に
赴
い
て
調
査
を
行
い
、
多
く
の
成
果
が
公
表
さ
れ
た
。
妙
峰

山
の
ま
つ
り
は
、
往
時
、
北
京
や
そ
の
周
辺
に
住
む
多
く
の
人
び

と
の
信
仰
や
精
神
生
活
に
一
定
の
位
置
を
占
め
る
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
中
国
に
お
け
る
こ
の
種
の
こ
と
が
ら
の

常
と
し
て
、
知
識
人
の
興
味
を
引
か
ず
、
文
献
に
ほ
と
ん
ど
記
録

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
新
し
い
知
識
人
で
あ
る

顧
頷
剛
ら
の
行
っ
た
こ
の
研
究
は
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。



図一



　
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
「
妙
峰
山
進
香
図
」
も
ま
た
、
こ
う
し
た

文
字
に
よ
る
記
録
の
不
足
を
補
う
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
図
中
種

類
も
豊
か
に
細
か
く
描
か
れ
た
民
間
芸
能
は
、
古
い
時
代
の
主
要

な
娯
楽
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
文
学
や
芸
術
の
揺
藍
で
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
図
に
は
参
拝
客
も
多
く
描
か
れ
て
、
妙
峰
山
信

仰
の
あ
り
よ
う
と
当
時
の
人
び
と
の
精
神
世
界
の
一
端
を
う
か
が

う
こ
と
も
で
き
る
。

　
妙
峰
山
の
ま
っ
り
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
図
が
描
か
れ
た
と
推

察
さ
れ
る
。
現
在
、
同
じ
首
都
博
物
館
に
「
妙
峰
山
過
会
図
」
一

幅
、
中
国
歴
史
博
物
館
に
「
妙
峰
山
進
香
図
」
一
幅
が
蔵
さ
れ
、

「
妙
峰
山
進
香
図
」
と
あ
わ
せ
て
少
な
く
と
も
三
幅
が
現
存
す
る
。

首
都
博
物
館
蔵
「
妙
峰
山
過
会
図
」
は
、
原
寸
、
作
者
、
制
作
年

代
と
も
未
詳
、
同
じ
く
大
覚
寺
を
中
心
に
描
く
が
、
後
に
見
る
よ

う
に
画
風
な
ど
は
「
妙
峰
山
進
香
図
」
と
異
な
る
。
中
国
歴
史
博

物
館
蔵
「
妙
峰
山
進
香
図
」
は
、
妙
峰
山
の
ふ
も
と
の
澗
溝
村
か

ら
山
上
の
碧
霞
元
君
廟
ま
で
を
描
く
、
縦
二
〇
五
・
五
セ
ン
チ
、

横
一
一
四
・
六
セ
ン
チ
の
淡
彩
画
で
、
作
者
、
制
作
年
代
と
も
に

未
詳
。
こ
れ
ら
は
、
写
真
で
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
、
内
容
の
豊
か
さ
に
お
い
て
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る

「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
お
よ
ば
な
い
。

　
首
都
博
物
館
蔵
「
妙
峰
山
進
香
図
」
は
、
管
見
の
お
よ
ぶ
か
ぎ

り
、
こ
れ
ま
で
全
容
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
扱
っ
た
論

文
も
短
い
も
の
が
一
編
あ
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
首
都

博
物
館
で
実
際
に
こ
の
図
を
目
に
し
、
写
真
を
人
手
す
る
と
と
も

に
、
全
容
を
ビ
デ
オ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
以
下
、

描
か
れ
た
内
容
を
詳
し
く
見
な
が
ら
、
こ
の
図
を
読
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。第

一
章
　
妙
峰
山
の
ま
つ
り
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
妙
峰
山
の
碧
霞
元
君
廟
と
そ
の
ま
っ
り
の
あ
ら
ま
し
を

述
べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
読
み
取
り
に
必
要
な
こ

と
が
ら
の
み
記
す
こ
と
に
す
る
。
光
緒
二
十
六
（
一
九
〇
〇
）
年

の
設
文
を
も
っ
『
燕
京
歳
時
記
』
の
四
月
の
項
に
、
次
の
よ
う
に

言
う
。　

妙
峰
山
碧
霞
元
君
廟
、
在
京
城
西
北
八
十
能
里
。
山
路
四

十
能
里
、
共
一
百
三
十
除
里
。
地
属
昌
平
。
毎
届
四
月
、
自

初
一
日
、
開
廟
半
月
、
香
火
脳
盛
。
（
中
略
）
自
始
迄
終
、

継
昼
以
夜
、
人
無
停
趾
、
香
無
断
姻
、
奇
観
哉
。
（
中
略
）

廟
無
碑
雨
、
其
原
無
可
考
。
然
自
雍
・
乾
以
来
、
即
有
之
、



惜
無
記
之
者
耳
。
進
香
之
路
、
日
間
日
多
、
曰
南
道
者
、
三

家
店
也
。
曰
中
道
者
、
大
覚
寺
也
。
曰
北
道
者
、
北
安
合
也
。

曰
老
北
道
者
、
石
仏
殿
也
。
近
日
之
最
称
繁
盛
者
、
莫
如
北

安
合
。
人
姻
幅
翰
、
車
馬
喧
闘
、
夜
間
燈
火
之
繁
、
燦
如
列

宿
。
以
各
路
之
人
計
之
、
共
約
有
数
十
万
。
以
金
銭
計
之
、

亦
約
有
数
十
万
。
香
火
之
盛
、
実
可
甲
於
天
下
矣
。

　
妙
峰
山
の
碧
霞
元
君
廟
は
京
城
を
西
北
へ
四
十
六
手
口
あ

ま
り
、
さ
ら
に
山
道
を
二
十
三
牛
口
あ
ま
り
、
計
七
十
四
半

口
あ
ま
り
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
昌
平
県
に
属
す
る
。
毎
年
旧

暦
の
四
月
に
な
る
と
、
一
日
か
ら
半
月
の
あ
い
だ
廟
が
開
い

て
参
拝
客
が
押
し
寄
せ
る
。
（
中
略
）
ま
っ
り
が
は
じ
ま
っ

て
か
ら
終
わ
る
ま
で
、
人
は
夜
に
日
を
継
い
で
絶
え
る
こ
と

な
く
、
香
の
煙
の
消
え
る
こ
と
も
な
く
、
壮
観
で
あ
る
。

（
中
略
）
廟
に
は
碑
硯
が
な
く
、
そ
の
起
源
は
知
り
え
な
い
。

雍
正
・
乾
隆
の
世
よ
り
こ
の
か
た
存
在
し
た
ら
し
い
が
、
残

念
な
が
ら
記
録
が
な
い
。
参
道
は
年
々
増
え
て
、
三
家
店
か

ら
の
南
道
、
大
覚
寺
か
ら
の
中
道
、
北
安
合
（
北
安
河
）
か

ら
の
北
道
、
石
仏
殿
か
ら
の
老
北
道
が
あ
る
。
近
年
に
ぎ
わ

い
で
は
北
道
が
い
ち
ば
ん
で
、
人
は
ご
っ
た
が
え
し
、
車
馬

が
に
ぎ
や
か
に
ひ
し
め
き
、
夜
と
も
な
れ
ば
燈
火
が
そ
こ
こ

こ
に
と
も
っ
て
、
き
ら
め
く
星
座
の
よ
う
で
あ
る
。
各
参
道

を
行
く
人
を
あ
わ
せ
る
と
、
そ
の
数
ざ
っ
と
数
十
万
、
動
く

お
金
も
お
よ
そ
数
十
万
に
の
ぼ
り
、
そ
の
繁
盛
の
さ
ま
は
ま

こ
と
に
天
下
一
で
あ
る
。

　
妙
峰
山
の
主
峰
は
標
高
二
一
九
一
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
山
の
Ｉ
〇

三
八
メ
ー
ト
ル
の
峰
に
あ
る
碧
霞
元
君
廟
が
ま
つ
り
の
中
心
で
あ

る
。
碧
霞
元
君
は
道
教
系
の
女
神
で
、
中
国
の
華
北
地
方
の
民
間

で
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
出
自
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
泰

山
の
神
、
東
嶽
大
帝
の
娘
と
す
る
説
が
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
、

中
国
の
他
の
女
神
同
様
、
子
授
け
を
中
心
に
広
く
女
性
に
か
か
わ

る
こ
と
が
ら
を
お
も
な
職
掌
と
す
る
。

　
妙
峰
山
の
碧
霞
元
君
廟
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
存
在
し
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
を
た
ど
っ
て
広
く
信
仰
を
集
め
る
に
至
っ
た
か
な
ど
、
そ

の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
『
燕
京
歳
時
記
』
に
い
う
よ
う
に
記
録
が

無
く
、
不
明
な
点
が
多
い
。
『
帝
京
景
物
略
』
、
『
日
下
旧
聞
考
』
、

『
順
天
府
志
』
は
じ
め
、
明
清
の
お
も
だ
っ
た
地
誌
に
も
言
及
さ

れ
な
い
。
妙
峰
山
の
碧
霞
元
君
廟
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
さ
か
の

ぼ
り
う
る
最
古
の
年
代
は
、
康
煕
二
十
三
二
六
八
四
）
年
『
宛

平
県
志
』
巻
六
に
引
か
れ
る
張
献
「
妙
峰
山
香
会
序
」
に
、
「
妙

峰
山
天
仙
聖
母
」
に
供
え
も
の
を
し
た
と
い
う
「
己
巳
」
の
年
、

す
な
わ
ち
明
の
崇
禎
二
（
一
六
二
九
）
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、



一
九
二
五
年
の
顧
順
剛
ら
の
調
査
報
告
の
一
つ
で
あ
る
荘
厳
「
妙

峰
山
進
香
日
記
」
（
『
妙
峰
山
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
康
煕
十
二
二

六
七
三
）
年
の
碑
が
、
山
上
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
、

二
〇
〇
一
年
九
月
に
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
山
上
の
碑

は
康
煕
二
十
八
（
ロ
八
八
九
）
年
の
も
の
が
最
古
で
あ
っ
た
。
『
燕

京
歳
時
記
』
に
「
碑
褐
が
な
い
」
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
、
不
明
で

あ
る
。

　
ま
っ
り
の
会
期
は
旧
暦
四
月
一
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
で
、

な
ぜ
か
碧
霞
元
君
の
誕
生
日
で
あ
る
旧
暦
四
月
十
八
日
に
至
ら
な

い
。
妙
峰
山
の
碧
霞
元
君
は
俗
に
「
照
遠
不
照
近
（
近
在
の
も
の

で
な
く
遠
来
の
者
を
助
け
る
）
」
と
言
わ
れ
、
信
仰
を
に
な
っ
て
い

た
の
は
、
お
も
に
北
京
市
街
、
ま
た
天
津
、
さ
ら
に
は
華
北
の
各

地
か
ら
は
る
ば
る
訪
れ
る
善
男
善
女
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
つ
り
が

近
づ
く
と
、
北
京
の
街
の
そ
こ
こ
こ
に
は
、
多
く
の
「
香
会
」
と

呼
ば
れ
る
信
仰
組
織
に
よ
っ
て
参
詣
を
呼
び
か
け
る
紙
が
貼
ら
れ
、

北
京
の
風
物
詩
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。

　
碧
霞
元
君
廟
は
、
五
頂
と
呼
ば
れ
る
お
も
な
五
つ
を
は
じ
め
、

北
京
の
市
街
地
に
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
人
び
と
が
は

る
か
妙
峰
山
ま
で
で
か
け
だ
の
は
、
そ
の
ご
利
益
を
信
じ
た
か
ら

に
は
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
ま
た
、
地
域
、
時
代
、

そ
し
て
崇
拝
神
の
区
別
を
こ
え
た
「
聖
地
巡
礼
」
と
春
の
訪
れ
に

さ
い
し
て
山
に
入
る
と
い
う
「
春
山
入
り
」
の
習
俗
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
じ
っ
さ
い
、
妙
峰
山
は
道
教
系
の
碧
霞
元
君
を
主
神

と
し
な
が
ら
、
仏
教
僧
が
住
持
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

現
在
で
も
、
観
音
菩
薩
な
ど
仏
教
系
の
神
格
を
信
仰
す
る
人
が
参

与
す
る
な
ど
、
一
種
の
宗
教
混
淆
の
状
態
に
あ
っ
た
。
「
妙
峰
山

進
香
図
」
も
、
そ
の
中
心
は
大
覚
寺
で
あ
る
。

　
ま
つ
り
は
、
そ
の
後
、
清
朝
末
期
の
北
京
の
混
乱
で
急
速
に
人

出
が
減
り
、
一
九
三
七
年
、
日
本
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
堂
宇
が
破

壊
さ
れ
、
さ
ら
に
文
革
期
の
迷
信
破
壊
運
動
も
あ
り
、
完
全
に
途

絶
え
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
再
建

が
は
じ
ま
り
、
九
十
年
代
か
ら
は
ま
つ
り
と
そ
れ
を
支
え
る
香
会

も
復
活
し
、
現
在
ふ
た
た
び
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。

現
在
は
、
宗
教
専
従
者
は
お
ら
ず
、
お
も
に
観
光
拠
点
と
し
て
北

京
市
の
当
局
が
管
理
し
て
い
る
。

第
二
章
　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
内
容

第
一
節
　
山
と
参
道

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
　
の
三
分
の
二
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

碧
霞
元
君
廟
に
い
た
る
山
の
風
景
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
大
き
く



描
か
れ
た
大
覚
寺
の
山
門
の
後
方
に
、
幾
重
に
も
山
が
か
さ
な
る
。

大
賞
寺
の
向
か
っ
て
左
の
わ
き
か
ら
、
人
の
列
は
見
え
隠
れ
し
な

が
ら
も
、
と
だ
え
る
こ
と
な
く
山
上
ま
で
つ
づ
く
。
豆
粒
よ
り
も

小
さ
な
人
び
と
が
、
う
ね
う
ね
と
険
し
い
山
道
を
行
き
交
う
先
、

図
の
右
上
に
は
、
香
を
焚
く
白
煙
の
噴
き
上
が
る
碧
霞
元
君
廟
が

描
か
れ
る
（
図
二
）
。
現
在
の
碧
霞
元
君
廟
は
、
李
世
喩
ら
の
考

証
を
経
て
原
型
に
忠
実
に
復
元
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
描
か
れ
た
廟
は
た
し
か
に
現
状
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。

　
さ
き
に
『
燕
京
歳
時
記
』
゛
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
往
時
、
北
京
の

市
街
地
か
ら
妙
峰
山
の
碧
霞
元
君
廟
へ
行
く
の
に
は
、
「
南
道
」

「
中
道
」
「
老
北
道
（
あ
る
い
は
中
北
道
と
も
）
」
「
北
道
」
四
つ
の
参

道
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
中
道
」
で
あ
る
。

「
中
道
」
の
起
点
は
北
安
河
で
、
大
覚
寺
を
経
由
し
て
山
に
の
ぼ

る
。
そ
の
距
離
は
約
十
三
手
口
で
参
道
の
中
で
は
最
短
で
あ
る
が
、

ま
た
も
っ
と
も
急
峻
な
道
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
市
街
地
か

ら
北
安
河
へ
は
、
西
直
門
か
ら
北
進
、
海
淀
を
経
由
し
て
、
そ
の

距
離
は
約
二
十
五
手
口
で
あ
っ
た
。

　
荘
厳
「
妙
峰
山
進
香
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
荘
厳
・
顧
順
剛
ら
一

行
が
調
査
を
行
っ
た
一
九
二
五
年
の
時
点
で
、
中
道
は
す
で
に
行

き
交
う
人
も
少
な
く
、
後
述
す
る
「
茶
棚
」
も
な
く
な
っ
て
い
た

と
い
う
。

　
図
中
、
参
道
の
そ
こ
こ
こ
に
、
梅
ら
し
き
花
が
咲
い
て
い
る
。

旧
暦
四
月
、
山
に
も
遅
い
春
が
訪
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
を

行
く
人
は
か
な
り
細
か
く
な
っ
て
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
上

山
者
と
下
山
者
は
厳
然
と
区
別
さ
れ
、
ぼ
や
け
た
身
体
か
ら
も
、

　
　
ま
つ
り
に

　
　
参
与
す
る

　
　
喜
び
が
伝

　
　
わ
っ
て
く

　
　
る
よ
う
だ
。

　
　
山
道
に
も
、

　
　
二
、
三
、

　
　
民
間
芸
能

に
　
が
み
ら
れ

　
　
る
が
、
こ

　
　
れ
に
つ
い

　
　
謡
陽

　
　
寺
ｒ
Ｊ
月
の

　
　
芸
能
の
と

　
　
こ
ろ
で
あ

　
　
わ
せ
て
見

　
　
る
こ
と
に



す
る
。
山
の
中
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
碧
霞
元
君
廟
の
ほ
か
、

い
く
っ
か
の
建
造
物
が
見
え
る
。
そ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
図
中

に
表
示
（
以
下
「
　
」
で
示
す
）
か
お
る
。
下
か
ら
、
一
、
「
協
天

大
帝
」
の
旗
の
見
え
る
建
物
（
図
三
）
、
二
、
「
立
子
塵
」
（
図
四
）
、

三
、
「
塞
爾
略
」
（
図
五
）
、
四
、
「
上
平
豪
」
（
図
六
）
、
五
「
薙
茫

地
」
（
図
七
）
で
あ
る
。
碧
霞
元
君
廟
の
す
ぐ
下
の
二
つ
の
建
物

に
は
表
示
が
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
建
造
物
が
な
に
か
は
、
次
の
二
つ
の
資
料
が
教
え
て

く
れ
る
。
ま
ず
、
顧
順
剛
「
游
妙
峰
山
雑
記
」
（
『
妙
峰
山
』
所
収
）

を
見
よ
う
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
中
国
里
を
表
し
、
一
里
は
五
七

六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
…
…
便
向
轜
夫
打
聴
各
路
的
重
要
帖
口
和
里
数
。
他
椚
説

的
如
下
。
（
中
略
）
中
道
－
妙
峰
－
（
八
）
－
澗
溝
－
（
八
）

－
羅
布
地
－
（
四
）
－
上
平
毫
－
（
四
）
－
塞
児
略
－

（
八
）
－
大
覚
寺
－
（
三
）
－
北
安
河
－
共
三
十
五
里
。
北

安
河
至
西
直
門
－
北
安
河
－
（
八
）
－
温
泉
－
（
六
）
－
楊

家
荘
－
（
四
）
－
冷
泉
―
（
十
）
－
紅
山
ロ
ー
（
三
）
－
安

河
橋
－
（
八
）
－
海
淀
－
（
十
二
）
－
西
直
門
－
共
五
十
一

里そ
こ
で
、
か
ご
か
き
の
人
夫
た
ち
に
、
各
参
道
の
お
も
な
ス

図三



図四
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図六

図七

テ
ー
シ
ョ
ン
と
道

の
り
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
こ
う
い
う

こ
と
だ
っ
た
　
（
以

下
訳
省
略
）
。

　
次
に
、
常
華
「
妙
峰

山
朝
山
進
香
老
北
道
考

察
記
」
（
『
文
史
資
料
選

編
』
第
五
十
三
輯
、
一
九

九
六
年
十
二
月
所
収
）
を

見
よ
う
。　

拠
現
存
妙
峰
山

霊
感
殿
光
緒
二
十

五
年
石
刻
文
字
介

紹
、
昔
日
進
香
山

道
主
要
為
四
条
。

（
中
略
）
三
　
中

道
　
従
海
淀
区
北

安
河
郷
徐
各
荘
村



開
始
上
山
、
途
経
十
箇
茶
棚
、
依
次
為
一
関
帝
廟
、
案
児
略
、

上
平
沓
、
羅
ト
地
、
修
道
路
灯
会
、
松
棚
、
三
盆
澗
、
回
香

亭
、
菩
薩
殿
、
喜
神
殿
。

　
妙
峰
山
の
霊
感
殿
に
現
存
す
る
光
緒
二
十
五
（
一
八
九
九
）

年
の
石
刻
に
よ
る
と
、
昔
、
主
要
な
参
道
は
四
つ
あ
っ
た
と

い
う
。
（
中
略
）
三
番
目
は
中
道
で
、
海
淀
区
の
北
安
河
郷
、

徐
各
荘
村
か
ら
山
に
上
り
、
途
中
十
の
茶
棚
を
経
由
す
る
。

茶
棚
は
順
に
、
「
関
帝
廟
」
、
「
案
児
略
」
、
「
上
平
毫
」
、
「
羅

ト
地
」
、
「
修
道
路
灯
会
」
、
「
松
棚
」
、
「
三
盆
澗
」
、
「
回
香

亭
」
、
「
菩
薩
殿
」
、
「
喜
神
殿
」
で
あ
る
。

　
「
羅
布
地
」
「
羅
ト
地
」
が
図
中
の
「
薙
蒲
地
」
で
あ
り
、
「
塞

児
略
」
「
案
児
略
」
が
図
申
の
「
塞
爾
略
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
「
協
天
大
帝
」
は
関
帝
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
旗

の
見
え
る
建
物
は
関
帝
廟
に
違
い
な
い
。
碧
霞
元
君
廟
の
下
、
二

つ
め
の
建
物
は
大
き
く
、
そ
の
周
囲
に
多
く
の
人
家
ら
し
き
建
造

物
が
見
え
る
（
図
八
）
。
こ
れ
は
村
落
で
あ
る
と
お
ぼ
し
く
、
顧

頷
剛
の
い
う
「
澗
溝
」
、
す
な
わ
ち
澗
溝
村
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
　
茶
棚
は
木
組
み
に
ア
ン
ベ
ラ
が
け
の
申
国
語
の
文
字
通
り
の

「
棚
」
も
あ
っ
た
が
、
特
に
山
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
煉
瓦
造
り

図八



の
れ
っ
き
と
し
た
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
参
拝
客

が
足
を
休
め
、
香
会
に
よ
っ
て
茶
・
粥
な
ど
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
の

供
応
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
、
碧
霞
元

君
像
が
安
置
さ
れ
た
宗
教
的
な
空
間
で
も
あ
っ
た
。
茶
棚
に
つ
い

て
、
顧
頷
剛
は
「
妙
峰
山
瓊
記
序
」
（
『
民
俗
』
第
六
十
九
・
七
十
合

期
前
掲
所
収
）
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
毎
座
小
廟
　
－
即
四
年
前
的
馳
夫
告
我
的
茶
棚
－
　
又
都

撃
着
磐
、
唱
着
喝
茶
喝
粥
的
歌
、
廟
内
外
歌
着
無
数
進
香
的

人
、
毎
到
一
個
人
就
到
神
座
前
、
硫
一
個
頭
…
…
。

　
小
さ
な
廟
　
－
つ
ま
り
四
年
前
に
ロ
バ
引
き
が
教
え
て
く

れ
た
茶
棚
－
で
は
ど
こ
で
も
、
磐
を
打
ち
な
が
ら
、
粥
歌
・

茶
歌
を
う
た
っ
て
い
る
。
廟
の
内
と
外
に
は
無
数
の
参
拝
客

が
足
を
休
め
、
来
る
人
ご
と
に
神
座
の
ま
え
に
や
っ
て
き
て

は
土
下
座
を
す
る
。

　
さ
ら
に
、
茶
棚
の
周
囲
で
各
種
民
間
芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
た

こ
と
、
妙
峰
山
の
三
幅
の
絵
の
い
ず
れ
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
二
節
　
大
覚
寺

　
大
覚
寺
は
、
陽
毫
山
麓
、
北
京
市
海
淀
区
徐
各
荘
に
現
存
す
る

古
刹
で
あ
る
。
遼
の
咸
雍
四
（
一
〇
六
八
）
年
の
建
造
に
か
か
り
、

東
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
も
と
、
清
水
院
と
呼
ば
れ
て
、
金

の
章
宗
の
八
院
に
数
え
ら
れ
、
の
ち
霊
泉
寺
と
名
を
か
え
た
。
崇

禎
八
（
一
六
三
五
）
年
刊
『
帝
京
景
物
略
』
巻
五
　
黒
龍
潭
の
条

に
い
う
。

　
又
北
十
五
里
、
日
大
覚
寺
、
宣
徳
三
年
建
。
寺
故
名
霊
泉

仏
寺
、
宣
宗
賜
今
名
、
数
臨
幸
焉
、
而
今
訣
。
金
章
宗
西
山

八
院
、
寺
其
清
水
院
也
。
清
水
者
、
今
続
閣
出
一
道
流
泉
是
。

　
ま
た
（
黒
龍
潭
の
）
北
十
五
里
に
は
大
覚
寺
か
お
る
。
明

の
宣
徳
三
二
四
二
八
）
年
に
建
て
ら
れ
た
。
寺
は
古
く
は

「
霊
泉
仏
寺
」
と
呼
ば
れ
、
明
の
宣
宗
宣
徳
帝
が
今
の
「
大

覚
寺
」
の
名
を
与
え
ら
れ
、
た
び
た
び
行
幸
さ
れ
た
が
、
今

は
廃
れ
て
い
る
。
金
の
章
宗
に
「
西
山
の
八
院
」
か
お
る
が
、

こ
の
寺
は
そ
の
う
ち
の
「
清
水
院
」
に
あ
た
る
。
清
水
と
は

現
在
建
物
を
め
ぐ
っ
て
流
れ
て
い
る
流
泉
を
さ
し
て
言
っ
た

も
の
で
あ
る
。



ま
た
、
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
一
〇
六
　
郊
刑
に
い
う
。

　
〔
臣
等
謹
按
〕
　
大
覚
寺
、
康
煕
五
十
九
年
世
宗
潜
邸
時
特

加
修
葺
、
乾
隆
十
二
年
皇
上
発
帑
重
修
。
（
中
略
）
殿
前
碑

一
、
恭
刊
康
煕
五
十
九
年
世
宗
御
製
詩
、
碑
陰
恭
刊
乾
隆
十

二
年
皇
上
御
製
文
。
明
碑
ぺ
其
陽
刻
宣
宗
御
製
文
、
宣
徳

三
年
建
、
其
陰
為
英
宗
御
製
文
、
正
統
十
一
年
立
。
又
寺
内

龍
王
堂
遼
碑
一
、
僧
志
延
撰
、
咸
雍
四
年
立
。
寺
旁
有
僧
性

音
塔
。

　
原
　
正
統
十
一
年
三
月
、
命
工
部
右
侍
郎
王
佑
督
工
修
大

覚
寺
。
明
英
宗
実
録

　
〔
わ
た
く
し
ど
も
謹
ん
で
考
え
ま
す
に
〕
大
覚
寺
は
、
康

煕
五
十
九
（
一
七
二
〇
）
年
、
世
宗
雍
正
帝
が
即
位
さ
れ
る

以
前
に
特
に
改
築
を
お
命
じ
に
な
り
、
さ
ら
に
乾
隆
十
二

二
七
四
七
）
年
、
今
上
皇
帝
が
国
費
で
改
築
を
さ
れ
た
も
の

で
す
。
（
中
略
）
殿
前
に
は
碑
一
基
か
お
り
、
康
煕
五
十
九

年
の
雍
正
帝
御
製
の
詩
が
、
碑
陰
に
は
乾
隆
十
二
年
の
今
上

皇
帝
御
製
の
文
が
刻
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
明
の
碑
が

一
基
あ
り
、
表
は
宣
宗
宣
徳
帝
御
製
の
文
で
宣
徳
三
二
四

二
八
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
、
碑
陰
は
英
宗
正
統
帝
御
製

の
文
で
、
正
統
十
一
　
二
四
四
六
）
年
の
も
の
で
す
。
境
内

に
は
ま
た
龍
王
堂
か
お
り
、
こ
こ
に
遼
の
碑
一
基
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
僧
、
志
延
の
撰
に
な
る
も
の
で
、
咸
雍
四
二

〇
六
八
）
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
寺
の
か
た
わ
ら
に
は
僧
、

性
音
の
塔
が
あ
り
ま
す
。

　
朱
彝
尊
原
本
に
言
う
。
正
統
十
一
年
三
月
、
工
部
右
侍
郎

の
王
佑
に
監
督
を
命
じ
、
大
覚
寺
を
修
築
し
た
。
明
の
英
宗

実
録
（
巻
一
三
九
）
に
よ
る
、
と
。

　
現
在
、
遼
の
碑
か
ら
、
天
王
殿
、
大
雄
宝
殿
、
無
量
寿
殿
、
性

音
の
塔
ま
で
、
大
覚
寺
の
お
も
だ
っ
た
建
築
物
、
遺
物
は
、
ほ
ぼ

こ
こ
に
記
さ
れ
た
康
煕
・
乾
隆
時
の
様
相
を
と
ど
め
て
い
る
。

「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
描
か
れ
た
山
門
も
、
細
部
は
異
な
る
が
、

現
況
に
近
い
。
図
で
は
山
門
中
央
の
扁
額
に
「
大
覚
寺
」
と
見
え

る
が
、
現
在
は
「
勅
建
大
覚
禅
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

図
中
、
入
り
口
の
左
右
に
見
え
る
「
一
山
」
「
善
人
」
の
文
字
は
、

現
在
は
な
い
。

　
大
覚
寺
山
門
の
内
外
は
、
山
門
を
出
入
り
す
る
人
び
と
（
図

九
）
と
、
右
手
の
小
さ
な
扉
か
ら
出
て
き
た
ら
し
い
ひ
と
り
の
僧

（
図
十
）
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。
山
門
か
ら
寺
に
入
る
人

び
と
は
、
み
な
火
の
つ
い
た
蝋
燭
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
向
こ
う

に
寺
の
中
の
大
き
な
香
炉
が
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
寺
の



図九

建
造
物
に
つ
い
て
は
、
画
面
左
端
に
小
さ
な
屋
根
が
見
え
る
ほ
か

は
、
山
門
と
樹
木
に
隠
れ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
て
描
か
れ
て
い

な
い
。

　
こ
れ
を
、
首
都
博
物
館
蔵
「
妙
峰
山
過
会
図
」
の
そ
れ
と
く
ら

べ
る
と
、
目
に
つ
く
相
違
点
が
一
つ
あ
る
。
「
妙
峰
山
過
会
図
」

で
は
画
面
中
央
に
大
き
く
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
白
塔
が
、

「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
（
図

十
一
）
。

　
こ
の
塔
は
、
『
日
下
旧
聞
考
』
に
い
う
性
音
の
塔
で
、
雍
正
帝

が
雍
正
六
（
一
七
二
八
）
年
、
性
音
、
す
な
わ
ち
迦
陵
禅
師
の
供

図十

養
の
た
め
に
建
て
た
も
の
と
い
う
。
そ
の
由
来
は
、
同
じ
く
『
日

下
旧
聞
考
』
巻
一
〇
六
　
郊
別
に
引
く
乾
隆
十
二
こ
七
四
七
）

年
、
乾
隆
帝
御
製
の
「
重
修
大
覚
寺
碑
文
」
の
一
節
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。康

煕
庚
子
之
歳
、
皇
考
以
僧
性
音
参
学
有
得
、
稗
往
住
持



丈
室
、
御
製
碑
文
以
寵
之
。
及
圓
寂
帰
宗
、
復
命
其
徒
建
塔

於
此
。
慈
恩
貴
顧
、
聖
蹟
敦
昭
。
而
積
歳
滋
久
、
丹
駿
剥
落
。

爰
加
修
葺
、
工
既
告
竣
、
勒
石
以
紀
歳
月
。

　
康
煕
庚
子
の
歳
（
康
煕
五
十
九
（
一
七
二
〇
）
）
年
、
亡
父

図寸一一一･

（
雍
正
帝
）
は
僧
、
性
音
に
教
え
を
受
け
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
（
こ
こ
大
覚
寺
の
）
方
丈
に
住
持
さ
せ
、
お
ん

み
ず
か
ら
碑
文
を
撰
し
て
そ
の
恩
愛
を
示
さ
れ
た
。
寂
滅
す

る
と
、
寺
に
供
養
塔
を
造
る
よ
う
そ
の
弟
子
た
ち
に
命
じ
ら



れ
、
慈
愛
と
恩
寵
を
も
っ
て
、
性
音
の
功
績
を
明
ら
か
に
示

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
年
月
が
た
ち
、

朱
も
剥
落
し
て
し
ま
っ
た
。
よ
っ
て
こ
こ
に
改
築
し
竣
工
を

み
た
の
で
、
碑
を
造
り
そ
の
日
付
を
刻
す
。

　
こ
こ
に
は
「
丹
膜
」
つ
ま
り
朱
と
い
う
が
、
現
状
は
白
で
あ
る
。

高
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
、
八
角
形
の
須
弥
座
に
円
形
の
塔
身
が
乗
り
、

そ
の
上
に
相
輪
・
水
煙
が
つ
く
。

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
こ
の
塔
が
描
か
れ
て
い
な
い
理
由
は
、

二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
描
か
れ
て
い
る

の
は
、
塔
が
建
つ
ま
え
の
大
覚
寺
で
あ
る
。
二
、
「
妙
峰
山
進
香

図
」
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
塔
が
建
っ
て
か
ら
の
大
覚
寺
で
あ
る

が
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
塔
は
描
か
れ
な
か
っ
た
。

　
一
と
考
え
れ
ば
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
実
景
年
代
の
下
限
は

雍
正
六
（
一
七
二
六
）
年
と
な
り
、
制
作
年
代
を
か
な
り
限
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も

三
つ
の
説
か
お
る
。
一
つ
は
「
清
末
説
」
で
、
李
澄
・
孫
秀
清

「
首
博
館
蔵
《
妙
峰
山
進
香
図
》
所
反
映
的
妙
峰
山
香
会
習
俗
」

の
冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
二
つ
め
は

「
嘉
慶
二
十
（
一
八
一
五
）
年
説
」
で
、
『
中
国
大
百
科
全
書
』
戯

曲
曲
芸
巻
の
図
版
十
三
頁
に
こ
の
図
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ

に
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
三
っ
め

は
「
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
～
一
七
九
五
）
説
」
で
、
こ
れ
は
筆
者

が
、
首
都
博
物
館
の
葉
渡
氏
か
ら
口
頭
で
う
か
が
い
、
の
ち
書
信

で
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
根
拠
は
そ
の
画
風
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
制
作
年
代
を
知
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
思

わ
れ
る
も
の
が
図
中
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
あ
わ
せ
て
見
て
お
き

た
い
。
そ
れ
は
大
賞
寺
門
前
を
行
く
ひ
と
り
の
人
物
が
も
っ
香
の

袋
に
記
さ
れ
た
「
丁
亥
年
製
」
の
文
字
で
あ
る
（
図
十
二
）
。
図
中

あ
ま
た
あ
る
香
の
袋
に
は
多
く
、
「
朝
頂
進
香
」
　
の
文
字
が
記
さ

れ
、
そ
れ
以
外
の
文

字
が
見
え
る
の
は
こ

こ
だ
け
で
あ
る
。
当

時
、
香
の
袋
に
製
造

年
代
を
記
す
こ
と
が

あ
っ
た
か
な
か
っ
た

か
、
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
こ
の
「
丁

亥
」
は
、
こ
の
図
に

図十二



と
っ
て
何
か
意
味
を
も
っ
た
年
な
の
で
は
な
い
か
。
よ
り
具
体
的

に
は
、
「
丁
亥
年
製
」
は
香
で
は
な
く
、
じ
つ
は
こ
の
図
そ
の
も

の
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
清
の
丁
亥
は
、
順
治
四
（
一
六
四
七
）
年
、
康
煕
四
十
六
（
一
七

〇
七
）
年
、
乾
隆
三
十
二
二
七
六
七
）
年
、
道
光
七
（
一
八
二
七
）

年
、
光
緒
十
三
二
八
八
七
）
年
の
五
回
あ
る
。
塔
の
建
造
以
前

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
順
治
四
年
か
康
煕
四
ト
六
年
だ
が
、
順

治
四
年
は
明
滅
亡
の
三
年
後
で
、
王
朝
交
代
の
直
後
に
、
ま
つ
り

が
こ
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
。

と
す
れ
ば
、
残
る
可
能
性
は
康
煕
四
十
六
年
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

先
に
紹
介
し
た
三
説
よ
り
も
か
な
り
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
が
、

『
燕
京
歳
時
記
』
に
言
う
雍
正
の
世
ま
で
あ
と
十
六
年
で
、
ま
っ

た
く
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
と
は
い
え
、
や
は
り
問
題
か
お
る
。
図
中
、
民
間
芸
能
を
行
う

組
織
の
道
具
入
れ
で
あ
る
「
会
箭
」
の
二
つ
に
「
老
会
」
の
文
字

が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
老
会
」
の
名
称
は
、
設
立
後
百
年
を

経
た
会
の
み
が
用
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
も
し
、
図
の

制
作
を
康
煕
四
十
六
年
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
会
の
設
立
は
明

の
万
暦
三
十
五
（
一
六
〇
七
）
年
以
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に

な
る
。
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
山
上
の
最
占
の
碑
が
、
一
九
二

五
年
の
記
録
で
も
康
煕
十
二
二
六
七
三
）
年
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
や
は
り
早
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
塔
は
存
在
し
た
が
描
か
れ
な
か
っ
た
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
。
こ
の
場
合
、
描
か
れ
な
か
っ
た
理
由
が
問
題
で

あ
る
が
、
た
ん
に
実
際
に
は
見
え
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
描
く
必

要
が
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
も
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
構

図
か
ら
み
て
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
塔
の
有
無
か
ら
、
図
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

こ
こ
で
は
一
説
と
し
て
康
煕
四
十
六
（
一
七
〇
七
）
年
を
提
出
し

た
が
弱
点
も
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
美
術
史
や
歴
史

な
ど
、
他
の
分
野
、
視
点
か
ら
の
研
究
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

第
三
節
　
各
種
の
民
間
芸
能

　
民
間
の
芸
能
は
、
「
過
会
」
、
「
走
会
」
、
「
花
会
」
、
「
武
会
」
あ

る
い
は
た
ん
に
「
会
」
と
も
呼
ば
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
つ
り
や

祝
い
ご
と
に
さ
い
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
素

人
が
行
う
非
営
利
事
業
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
妙
峰
山
の
ま
つ
り

は
、
と
く
に
過
会
の
盛
ん
な
こ
と
で
知
ら
れ
て
き
た
。
『
民
社
北

平
指
南
』
（
李
家
瑞
編
『
北
平
風
俗
類
徴
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七

年
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
影
印
版
）
桐
把
及
禁
忌
所
引
）
に
言
う
。



　
走
会
又
名
武
会
、
為
民
間
最
熱
開
之
雑
戯
、
亦
民
間
有
統

系
之
芸
術
、
各
種
歌
舞
技
芸
、
五
花
八
門
、
均
有
活
溌
之
精

神
、
而
不
染
営
利
之
思
想
。
会
中
人
員
、
具
有
堅
実
勇
敢
之

精
神
、
表
演
各
種
芸
術
、
均
極
精
彩
、
於
民
間
芸
術
中
、
佑

有
雄
厚
之
勢
力
、
毎
逢
山
壇
廟
集
開
会
時
、
或
一
村
一
処
有

典
礼
慶
賀
時
、
皆
挙
行
走
会
、
而
城
外
各
村
亦
有
例
年
行
之

者
。
其
為
民
間
調
剤
芸
術
者
、
以
妙
峰
山
及
左
安
門
外
之
十

里
河
地
方
為
最
盛
。
由
紳
董
礼
請
各
会
表
演
以
助
興
趣
者
、

に
即
永
定
門
外
之
中
頂
、
南
頂
等
、
観
者
均
有
万
人
空
巷
之
勢
。

　
「
走
会
」
は
ま
た
「
武
会
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、

人
び
と
の
間
で
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
芸
能
で
あ
り
、
ま
た

秩
序
だ
っ
た
芸
術
で
あ
る
。
各
種
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

歌
舞
・
芸
能
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
生
気
み
な
ぎ
り
、
し
か

も
営
利
の
思
想
を
持
だ
な
い
。
会
の
人
び
と
は
、
堅
実
、
勇

敢
の
精
神
を
も
っ
て
各
種
の
芸
能
を
披
露
し
て
そ
の
ど
れ
も

が
す
ば
ら
し
く
、
民
間
芸
術
の
中
で
も
有
力
な
地
位
を
占
め

る
。
お
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
と
き
、
あ
る
い
は
あ
る
村
で
、

あ
る
場
所
で
、
祝
い
ご
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
か
な
ら
ず
走

会
が
催
さ
れ
、
郊
外
の
村
で
も
ま
た
毎
年
こ
れ
を
行
う
と
こ

ろ
が
あ
る
。
民
間
で
組
織
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
妙
峰
山

と
左
安
門
外
の
十
里
河
の
（
関
帝
廟
の
）
ま
つ
り
が
も
っ
と

も
盛
ん
で
あ
り
、
有
力
者
が
ま
つ
り
に
興
趣
を
添
え
る
た
め

各
会
を
招
い
て
行
う
も
の
と
し
て
は
、
永
定
門
外
の
中
頂
、

南
頂
（
ふ
た
っ
の
碧
霞
元
君
廟
）
な
ど
か
お
り
、
ど
こ
も
見
物

人
が
多
く
出
て
、
ま
ち
に
は
入
っ
こ
ひ
と
り
見
え
な
く
な
る
。

ま
た
、
『
燕
京
歳
時
記
』
五
月
に
言
う
。

　
過
会
者
、
乃
京
都
游
手
、
扮
作
開
路
、
中
幡
、
槙
箱
官
児
、

五
虎
梶
、
跨
鼓
花
賊
、
高
誼
校
歌
、
什
不
閑
、
要
堰
千
、
要

獅
子
之
類
、
如
遇
城
陛
出
巡
及
各
廟
会
等
、
随
地
演
唱
、
観

者
に
如
堵
、
最
易
生
事
。
如
遇
金
吾
之
賢
者
、
則
出
示
禁
之
。

　
過
会
と
は
、
都
の
遊
び
人
た
ち
が
、
開
路
、
中
幡
、
積
箱
、

五
虎
梶
、
大
鼓
会
、
高
誼
秋
歌
、
什
不
閑
（
各
種
の
打
楽
器

を
一
人
で
い
ち
ど
に
演
奏
す
る
芸
能
）
、
大
甕
回
し
、
獅
子
舞
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
城
陛
神
の
巡
行
や
そ
の
ほ
か
の
ま
つ
り

や
縁
日
に
な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
う
た
い
、
お
ど
る
。
見
物

人
が
わ
ん
さ
と
お
し
か
け
事
件
や
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
、
賢
明
な
都
の
警
備
の
責
任
者
は
、
お
ふ
れ
を
出
し
て
こ

れ
を
禁
じ
る
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
芸
能
の
う
ち
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」



に
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
什
不
閑
と
甕
回
し
を
除
く
す
べ
て

が
描
か
れ
て
い
る
。
過
会
に
つ
い
て
は
、
清
末
、
無
名
氏
の
『
旧

京
社
戯
図
』
を
は
じ
め
こ
れ
を
描
い
た
図
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

過
会
は
、
二
十
世
紀
を
経
て
現
在
も
生
き
て
お
り
、
近
人
に
よ
る

文
献
資
料
も
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
順
に

見
て
い
く
。

　
一
　
五
虎
梶

　
大
覚
寺
門
前
中
央
に
、
隈
取
り
を
し
た
男
た
ち
に
よ
る
相
棒
の

武
芸
が
見
え
る
（
図
十
三
）
。
相
棒
が
細
く
て
見
え
に
く
い
が
、
こ

れ
が
「
五
虎
梶
」
、
あ
る
い
は
「
五
虎
少
林
」
と
呼
ば
れ
る
芸
で

あ
る
こ
と
は
、
左
下
の
会
龍
に
記
さ
れ
た
「
五
虎
打
路
」
の
文
字

に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
（
図
十
四
）
。
五
虎
梶
は
、
梶
棒
の
武
芸

を
た
だ
見
せ
る
の
で
は
な
く
、
五
虎
梶
の
創
始
者
と
伝
承
さ
れ
る

宋
の
太
祖
、
趙
匡
胤
が
柴
栄
、
鄭
恩
と
と
も
に
、
悪
党
董
家
の
五

兄
弟
＝
五
虎
を
討
つ
と
い
う
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
を
演

じ
る
。

　
古
く
『
酔
翁
談
録
』
小
説
開
開
に
、
「
押
棒
」
の
一
つ
と
し
て

「
飛
龍
記
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
趙
匡
胤
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
『
飛
龍
全
伝
』
（
乾
隆
三
十
三
年
刊
・
呉
縦
編
）
が
趙
匡

胤
の
物
語
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
、
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
。
元
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の
雑
劇
に
は
無
名
氏
『
趙
匡
胤
打
董
達
』
か
お
る
。
そ
の
ほ
か
、

こ
の
故
事
を
扱
っ
た
戯
曲
に
、
李
玉
の
『
風
雲
会
』
か
お
り
、
ま

た
、
京
劇
「
董
家
嶺
（
董
家
橋
と
も
呼
ぶ
）
」
、
泰
腔
「
打
五
虎
」

な
ど
広
く
展
開
し
て
い
る
。
清
末
民
初
の
人
、
奉
寛
の
『
妙
峰
山

頂
記
』
（
国
立
中
山
大
学
民
俗
叢
書
、
刊
行
年
不
明
、
執
筆
終
了
は
民
国

十
五
年
）
に
は
、
「
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
五
虎
梶
は
宋
の

太
廟
（
皇
族
の
祖
先
を
ま
っ
る
霊
廟
）
の
ま
つ
り
の
楽
舞
だ
そ
う
で

あ
る
（
五
虎
視
、
相
伝
是
宋
時
太
廟
楽
舞
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
画
面
中
央
、
赤
い
隈
取
り
が
趙
匡
胤
で

あ
る
。
『
旧
京
社
戯
図
』
の
コ
五
虎
一
堂
」
に
は
、
三
人
対
五
人
、

計
八
人
が
す
べ
て
描
か
れ
て
い
る
（
図
十
五
）
が
、
「
妙
峰
山
進
香

図
」
に
は
七
人
し
か
姿
が
見
え
な
い
。
趙
匡
胤
の
右
手
後
方
、
ひ

と
り
隈
取
り
を
せ
ず
、
ひ
げ
も
つ
け
な
い
白
面
の
人
が
柴
栄
で
、

京
劇
な
ど
で
あ
と
に
助
っ
人
と
し
て
登
場
す
る
鄭
恩
を
欠
く
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
五
虎
の
う
ち
は
四
人
は
い
わ
ゆ
る
「
花
瞼
」
の
隈

取
り
、
一
人
は
「
小
花
瞼
」
つ
ま
り
道
化
の
化
粧
を
し
て
い
る
。

か
れ
ら
か
ら
み
て
左
手
後
方
に
は
、
銅
鎖
三
、
太
鼓
一
、
そ
の
後

方
に
団
扇
太
鼓
の
よ
う
な
も
の
一
人
、
計
五
人
の
楽
隊
が
付
く

（
図
十
）
。
そ
の
下
に
も
銅
綴
を
持
っ
た
三
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は

そ
の
視
線
の
方
向
か
ら
、
下
の
秋
歌
に
属
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。

五
虎
視
の
太
鼓
打
ち
は
演
者
を
注
視
し
て
い
る
。
太
鼓
は
中
国
の

図十四
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伝
統
的
な
楽
隊
に
お
い
て
は
指
揮
者
役
（
司
鼓
）
で
、
演
者
と
の

呼
吸
を
は
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
趙
匡
胤
は
い
ま
ま
さ
に
み

え
を
き
っ
て
お
り
、
太
鼓
に
と
っ
て
も
大
事
な
瞬
間
で
あ
る
。
大

鼓
の
右
手
の
銅
鎖
打
ち
が
左
手
、
太
鼓
打
ち
を
み
て
い
る
の
は
、

よ
そ
み
で
は
な
く
、
指
揮
者
で
あ
る
太
鼓
打
ち
に
合
わ
せ
る
た
め

で
あ
る
。

　
五
虎
梶
の
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
会
寵
の
担
ぎ
手
二
人
、
会
の
旗

印
「
会
旗
」
を
持
つ
人
が
三
人
、
計
五
人
が
描
か
れ
て
い
る
（
図

十
四
）
。
写
真
で
は
色
が
わ
か
ら
な
い
が
、
五
虎
梶
の
会
は
、
会

寵
と
会
旗
の
色
が
他
と
違
っ
て
い
る
。
他
の
会
は
青
、
あ
る
い
は

黒
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
こ
の
会
は
黄
色
で
、
し
か
も
龍
の
文
様

を
も
ち
、
会
箭
に
は
［
万
寿
無
彊
］
の
文
字
が
見
え
る
。
こ
れ
ら

は
、
こ
の
会
が
か
つ
て
皇
帝
の
御
覧
に
浴
す
る
な
ど
、
そ
の
お
墨

付
き
を
い
た
だ
い
た
「
皇
会
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
『
民
社
北

平
指
南
』
（
『
北
平
風
俗
類
徴
』
桐
杷
及
禁
忌
所
引
）
に
、
次
の
よ
う

に
一
言
う
。

　
旗
之
作
藍
色
者
、
称
藍
旗
藍
幌
、
黄
色
者
為
黄
旗
黄
幌
、

但
黄
旗
在
走
会
声
誉
中
最
称
名
貴
、
前
清
時
非
曽
経
聖
覧
或

挙
賀
黄
旗
者
、
不
得
濫
用
。

　
旗
が
青
色
の
も
の
は
「
藍
旗
藍
幌
」
、
黄
色
の
も
の
は



「
黄
旗
黄
幌
」
と
呼
ば
れ
る
。
黄
旗
は
、
走
会
の
う
ち
で
も

誉
れ
の
し
ご
く
高
い
も
の
で
、
さ
き
の
清
の
時
代
に
皇
帝
の

ご
覧
に
浴
し
た
も
の
や
選
ば
れ
て
黄
色
い
旗
を
贈
ら
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
、
み
だ
り
に
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。

　
ま
た
、
会
範
の
担
ぎ
手
の
服
装
も
、
五
虎
視
だ
け
は
他
と
異
な

り
、
黄
色
の
衣
に
、
白
地
に
赤
い
房
の
つ
い
た
帽
子
を
か
ぶ
り
、

役
人
風
の
特
別
の
い
で
た
ち
で
あ
る
。
五
虎
視
が
他
の
過
会
を
圧

し
て
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
唯
一
の
「
皇
会
」
で
あ
っ
た

か
ら
に
違
い
な
い
。

　
二
　
高
誼
校
歌

　
画
面
右
下
に
は
、
高
誼
秋
歌
が
見
え
る
（
図
十
六
）
。
画
面
下
と

右
、
二
つ
の
会
箭
に
「
秋
歌
」
の
二
字
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
十

七
）
。
秋
歌
は
中
国
北
方
で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
、
豊
穣
を
祈
る

農
村
儀
礼
に
発
祥
す
る
歌
舞
芸
能
で
、
そ
の
う
ち
、
こ
の
図
の
よ

う
に
棒
に
の
っ
て
行
う
も
の
を
コ
局
誼
秋
歌
」
と
呼
ぶ
。
こ
こ
に

は
十
二
人
の
姿
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
ト
ニ
の
扮
装
は
、
北
京
周
辺

の
秋
歌
特
有
の
固
定
し
た
役
柄
を
示
し
て
い
る
。
李
景
漢
・
張
文

世
『
定
県
秋
歌
選
』
緒
論
（
一
九
三
三
年
）
に
言
う
。

　
北
平
唱
秋
歌
的
人
、
脚
底
郷
上
三
四
尺
高
的
木
梶
、
叫
倣

『
踪
高
岡
脚
』
、
並
且
是
在
街
上
遊
行
演
唱
、
主
要
的
脚
色
、

有
頭
陀
和
尚
、
手
拿
一
対
木
棒
、
在
前
引
路
、
一
面
走
、
一

面
打
、
後
辺
都
按
照
他
打
的
快
慢
来
走
路
、
他
的
後
辺
、
有

俊
公
子
、
俊
公
子
的
臨
婦
、
老
作
子
、
小
二
格
等
角
色
、
所

唱
的
都
是
短
歌
、
或
随
時
説
些
趣
話
、
演
些
逗
笑
的
動
作
。

　
北
京
で
秋
歌
を
う
た
う
人
び
と
の
う
ち
、
足
の
下
に
三
、

四
尺
の
長
さ
の
木
の
棒
を
く
く
り
つ
け
る
も
の
を
「
踪
高
岡

脚
」
と
呼
び
、
う
た
い
な
が
ら
通
り
を
練
り
歩
く
。
お
も
な
役

柄
に
「
頭
陀
和
尚
（
行
脚
僧
）
」
か
お
り
、
手
に
は
一
対
の
木
の

棒
を
持
ち
、
先
に
立
っ
て
み
な
を
先
導
す
る
。
歩
き
な
が
ら
、

（
棒
を
）
打
ち
鳴
ら
し
、
後
に
従
う
も
の
は
み
な
そ
の
速
さ

に
あ
わ
せ
て
歩
く
。
後
ろ
に
は
、
「
俊
公
子
（
金
持
ち
の
ド
ラ
息

子
）
」
と
そ
の
妻
「
老
作
子
」
、
「
小
二
格
（
三
助
）
」
な
ど
の

役
柄
が
続
く
。
歌
う
の
は
短
か
い
う
た
ば
か
り
で
、
適
宜
滑

稽
な
話
を
挿
入
し
た
り
、
お
も
し
ろ
い
動
作
を
し
た
り
す
る
。

　
包
世
軒
「
門
頭
溝
的
秋
歌
会
」
（
『
文
史
資
料
選
編
』
第
三
十
八
輯
、

一
九
九
〇
年
三
月
所
収
）
は
、
妙
峰
山
の
所
在
地
北
京
市
門
頭
溝
区

の
現
代
の
秋
歌
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
柄
に
つ
い
て
の
説
明

も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
者
不
詳
「
高
饒
秋
歌
図
」
（
『
燕
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都
』
総
三
十
期
、
一
九
九
〇
年
三
月
裏
表
紙
掲
載
、
所
蔵
不
明
）
は
、

首
都
博
物
館
蔵
「
妙
峰
山
過
会
図
」
に
似
た
画
風
で
、
こ
の
芸
能

が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
十
八
）
。
こ
れ
ら
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
画
面
左
か
ら
/
■
そ
の
役
柄
を
順
に

見
て
ゆ
こ
う
。

　
一
　
陀
頭
　
も
っ
と
も
目
立
つ
位
置
に
お
り
、
行
者
の
さ
ま
を

し
て
い
る
。
両
手
に
太
鼓
の
ば
ち
状
の
も
の
を
持
っ
て
打
ち
、
秋

歌
の
先
導
・
指
揮
役
を
務
め
る
。
『
定
県
校
歌
選
』
緒
論
（
以
下

『
定
県
』
）
に
言
う
「
頭
陀
和
尚
」
。

　
二
　
小
二
燕
　
子
ど
も
の
な
り
を
し
て
い
る
。
両
手
に
そ
れ
ぞ

れ
持
つ
も
の
の
意
味
は
不
明
。
コ
局
誼
秋
歌
図
」
で
は
左
手
に
乗

馬
の
た
め
の
鞭
を
も
っ
。
し
ば
し
ば
後
出
の
「
公
子
」
と
「
老
坐

子
」
の
子
ど
も
と
い
う
設
定
で
現
れ
る
。
『
定
県
』
に
言
う
「
小

二
格
」
。

　
三
　
公
子
　
「
武
扇
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
公
子
帽
（
坊
ち
ゃ
ん

帽
）
」
を
か
ぶ
り
扇
子
を
も
っ
。
「
高
誼
校
歌
図
」
で
は
扇
に
「
精

気
神
」
の
文
字
が
見
え
る
。
道
化
（
小
花
瞼
）
の
化
粧
を
し
、
滑

稽
な
役
柄
で
あ
る
。
『
定
県
』
に
言
う
「
俊
公
子
」
。

　
四
　
坐
子
　
「
老
坐
子
」
「
文
扇
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
『
定
県
』

に
言
う
「
老
作
子
」
。
し
ば
し
ば
公
子
の
妻
と
い
う
設
定
で
現
れ

図十八



る
。
悪
婦
。
公
子
と
向
か
い
あ
っ
て
羽
扇
を
も
つ
。
「
妙
峰
山
進

香
図
」
で
は
、
羽
扇
で
は
な
く
団
扇
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
五
　
樵
夫
　
き
こ
り
。
坐
子
の
右
横
で
、
天
秤
棒
を
も
つ
若
い

男
性
。
豪
傑
で
あ
る
。

　
六
　
漁
翁
　
漁
師
。
樵
夫
の
手
前
に
い
る
、
竿
を
も
ち
笠
を
か

ぶ
っ
た
白
ひ
げ
の
老
人
。
人
格
者
と
い
う
設
定
。
コ
局
饒
秋
歌
図
」

で
は
、
竿
は
後
ろ
に
い
る
漁
婆
が
持
っ
て
い
る
。

　
七
　
漁
婆
　
漁
師
の
妻
。
樵
夫
の
左
横
の
女
性
で
、
魚
を
入
れ

る
か
ご
を
も
つ
と
い
う
が
、
画
面
で
は
確
認
で
き
な
い
。

　
八
　
売
薬
先
生
　
薬
売
り
。
漁
翁
の
後
方
、
「
鎮
江
脅
薬
」
の

文
字
の
記
さ
れ
た
白
い
布
（
袋
？
）
を
胸
に
た
ら
し
た
、
道
化
の

化
粧
を
し
た
男
性
。
服
装
は
清
朝
県
官
の
な
り
と
い
う
。
「
高
饒

秋
歌
図
」
に
は
見
え
な
い
。

　
九
　
打
雛
的
　
銅
銀
打
ち
。
漁
婆
の
右
横
に
見
え
る
、
銅
鋼
を

持
つ
二
人
一
組
の
若
い
女
性
で
あ
る
。
「
妙
峰
山
進
香
図
」
で
は

よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
「
高
饒
校
歌
図
」
で
は
、
二
人
が
そ
れ
ぞ

れ
善
・
悪
あ
る
い
は
美
・
醜
の
役
割
を
分
け
持
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
十
　
打
鼓
的
　
太
鼓
打
ち
。
打
雛
的
の
手
前
、
太
鼓
と
ば
ち
を

も
つ
二
人
一
組
の
若
い
男
性
で
あ
る
。
「
妙
峰
山
進
香
図
」
「
高
饒

秋
歌
図
」
の
い
ず
れ
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
善
・
悪
あ
る
い
は

美
・
醜
の
役
割
を
分
け
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
男
性
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
。

　
高
暁
秋
歌
の
会
は
か
な
り
大
き
く
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
扮
装
を

し
な
い
人
が
多
く
い
て
、
画
面
左
上
方
へ
広
が
っ
て
い
る
（
図
十

七
・
十
九
）
。

　
一
　
会
寵
を
担
ぐ
人
。
二
人
。
会
龍
に
は
、
「
校
歌
」
「
老
会
」

「
公
議
口
善
」
の
文
字
が
み
え
る
。
□
は
「
高
脇
秋
歌
図
」
で
は

「
楽
」
に
作
る
。

　
二
　
会
旗
を
持
つ
人
。
会
箭
の
周
囲
に
三
人
い
る
。
こ
の
会
の

旗
は
青
色
で
あ
る
。

　
三
　
太
鼓
の
担
ぎ
手
二
人
と
打
ち
手
二
人
。

　
四
　
銅
鎖
三
人
。
太
鼓
の
上
方
に
見
え
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
小
二
蕉
と
公
子
の
間
に
一
人
、
売
薬
先
生
の
下
に

上
半
身
だ
け
み
え
る
一
人
が
い
る
が
、
役
割
は
不
明
で
あ
る
。

　
三
　
開
路

　
画
面
左
下
に
見
え
る
隈
取
り
を
し
た
五
人
に
よ
る
武
芸
の
披
露

が
、
「
開
路
」
で
あ
る
（
図
二
十
）
。
図
に
見
え
る
よ
う
に
叉
（
さ

す
ま
た
）
を
用
い
る
の
で
、
「
叉
会
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
姚
宝
蒼

「
海
淀
区
民
間
花
会
」
に
よ
る
と
、
ま
ず
五
人
で
演
武
を
行
い
、

次
い
で
上
半
身
は
だ
脱
ぎ
に
な
っ
て
、
ひ
と
り
ず
つ
順
に
芸
を
披



図十九

露
す
る
の
だ
と
い
う
。
画

面
左
手
に
指
揮
役
の
小
太

鼓
一
人
、
大
太
鼓
の
背
負

い
手
一
人
、
打
ち
手
一
人
、

銅
鎖
四
人
が
い
る
（
図
二

十
二
。
大
太
鼓
は
端
に

描
か
れ
て
い
て
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
『
旧
京
社
戯

図
』
「
開
路
老
会
」
（
図
二

十
二
）
を
み
る
と
、
一
人

で
背
負
っ
て
い
る
。
「
妙

峰
山
進
香
図
」
で
は
、
演

者
ら
の
右
下
に
、
黒
字
に

白
い
水
玉
の
会
旗
を
立
て

た
会
寵
を
担
ぐ
二
人
が
見

え
る
。
会
寵
に
は
「
開

路
」
「
老
会
」
　
の
文
字
が

記
さ
れ
て
い
る
（
図
二
十

三
）
。

　
こ
の
開
路
も
ま
た
、
た

ん
な
る
武
芸
の
披
露
で
は



図二十図二十一

図二十二



図二十三

な
く
、
文
学
に
つ
な
が
る
要
素
を
持
っ
て
い
た
。
孤
血
「
社
火
概

談
」
（
『
民
俗
』
第
六
十
九
・
七
十
合
期
所
収
）
に
言
う
。

　
開
路
亦
有
目
為
係
五
鬼
捉
劉
氏
者
、
然
今
日
開
路
中
、
竟

無
所
謂
劉
氏
、
斯
則
吾
不
敢
謂
開
路
二
字
、
等
於
「
勧
善
全

科
」
也
。

　
開
路
を
ま
た
「
五
鬼
、
劉
氏
を
捉
え
る
」
で
あ
る
と
目
す

る
人
も
い
る
が
、
今
日
の
開
路
に
は
い
わ
ゆ
る
劉
氏
は
登
場

し
な
い
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、
開
路
は
目
連
も
の
と
同
じ

と
ま
で
言
お
う
と
は
思
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　
中
国
で
は
、
悪
業
の
た
め
に
地
獄
に
落
ち
た
母
親
を
、
釈
迦
の

弟
子
で
あ
る
目
連
が
地
獄
に
訪
ね
、
母
や
そ
の
ほ
か
多
く
の
亡
者

を
救
う
話
が
、
敦
煌
変
文
を
は
じ
め
と
す
る
か
た
り
も
の
芸
能
、

あ
る
い
は
、
目
連
戯
と
総
称
さ
れ
る
、
各
地
で
盛
ん
に
演
じ
ら
れ

て
き
た
演
劇
に
よ
っ
て
、
人
々
の
開
に
広
く
深
く
浸
透
し
て
き
た
。

こ
こ
に
言
う
「
劉
氏
」
は
、
目
連
の
地
獄
に
落
ち
た
母
親
、
劉
青

堤
の
こ
と
で
あ
る
。
孤
血
は
、
開
路
は
目
連
も
の
と
は
い
え
な
い

と
い
う
が
、
こ
の
記
録
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
逆
に
、
開
路
が
目

連
も
の
と
考
え
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
で
は
、
過
会
は
随
所
で
演
じ
ら
れ
て
い
る

大
道
芸
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
少
な
く
と
も
現
代
の
報
告
を
読
む

か
ぎ
り
、
じ
つ
は
秩
序
正
し
く
順
序
立
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
呉
効
群
「
妙
峰
山
‥
北
京
的
香

会
組
織
及
其
。
政
治
”
活
動
」
（
『
民
俗
研
究
』
一
九
九
八
年
第
二
期
、

一
九
九
八
年
四
月
十
五
日
所
収
）
の
報
告
か
お
る
。
ま
た
、
二
〇
〇

二
年
五
月
、
ま
つ
り
の
最
終
日
に
山
上
で
筆
者
が
行
っ
た
き
き
と

り
調
査
で
も
、
前
年
、
あ
る
過
会
の
披
露
中
に
別
の
会
が
そ
こ
を

横
切
っ
て
小
競
り
合
い
と
な
っ
た
が
、
過
会
の
取
り
ま
と
め
役
の

と
り
な
し
で
事
な
き
を
得
た
、
と
い
う
話
を
き
い
た
。
「
開
路
」

と
い
う
名
は
、
呉
効
群
に
よ
れ
ば
、
こ
の
芸
が
、
妙
峰
山
の
ま
つ

り
で
行
わ
れ
る
各
種
の
芸
能
の
先
頭
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の



で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
妙
峰
山
の
過
会
が
、
世
俗
化
し

た
た
ん
な
る
娯
楽
で
は
な
く
、
本
来
、
聖
性
、
宗
教
性
を
有
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
四
　
槙
箱

　
大
覚
寺
の
画
面
向
か
っ
て
左
、
山
へ
の
上
り
口
に
、
官
帽
を
か

ぶ
っ
て
赤
い
官
服
を
着
け
、
左
手
に
扇
を
持
ち
、
右
手
に
傘
を
さ

し
、
道
化
の
化
粧
を
し
た
ひ
と
き
わ
目
立
つ
人
物
が
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
関
帝
廟
の
む
こ
う
の
白
い
会
旗
ま
で
が
、
槙
箱
の
会
で
あ

る
（
図
二
十
四
）
。
郭
子
升
「
北
京
民
開
花
会
」
（
張
紫
晨
選
編
『
民

俗
調
査
与
研
究
』
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
所
収
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
芸
能
は
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
二
組
四
人
が
旗
や
鈴
を
つ
け

た
大
き
な
箱
を
棒
で
担
ぎ
、
こ
れ
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
揺
ら
す

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
先
の
赤
い
服
の
人
物
は
、
道
化
の
化
粧
に

七
品
官
の
服
を
着
だ
「
県
知
事
（
県
太
爺
）
」
で
、
棒
に
直
接
ま
た

が
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
向
か
っ
て
民
役
の
者
が
直
訴
を
行
い
、
ふ

た
り
が
滑
稽
な
や
り
と
り
を
か
わ
す
。
こ
の
様
子
は
、
『
旧
京
社

戯
図
』
「
槙
箱
老
会
」
を
見
る
と
、
よ
く
わ
か
る
（
図
二
十
五
）
。

「
妙
峰
山
進
香
図
」
で
は
、
七
品
官
の
下
方
、
青
い
帽
子
の
人
物

が
上
を
向
い
て
お
り
、
こ
れ
が
直
訴
の
民
か
と
も
思
わ
れ
る
が
決

め
ら
れ
な
い
。
七
品
官
の
す
ぐ
右
横
に
、
コ
ニ
花
瞼
」
の
化
粧
を

図二十四



図二十五

し
て
、
麻
縄
で
ゆ
わ
え
た
眼
鏡
を
か
け
た
「
下
級
役
人
（
師
爺
）
」

が
い
る
。
そ
の
む
こ
う
に
は
、
二
組
四
人
が
会
旗
を
つ
け
た
赤
い

箱
を
担
ぐ
の
が
見
え
る
。
向
か
っ
て
右
の
箱
の
担
ぎ
手
は
、
赤
に

白
の
隈
取
り
を
し
た
人
物
と
白
面
の
人
物
で
、
な
に
か
の
芝
居
の

登
場
人
物
で
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
隈
取
り
の

担
ぎ
手
は
左
手
に
扇
を
も
ち
、
そ
の
横
の
担
ぎ
手
と
と
も
に
片
手

を
横
に
伸
ば
し
て
、
芸
を
披
露
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
関
帝
廟

の
向
こ
う
の
箱
を
入
れ
る
と
数
が
多
す
ぎ
る
が
、
こ
れ
は
別
隊
な

の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
首
都
博
物
館
蔵
「
妙
峰
山
過
会
図
」
で
は
、
積
箱
の
会
が
も
っ

と
も
大
き
く
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
。
七
品
官
と
三
人
の
担
ぎ
手
、

計
四
人
が
扇
を
も
つ
が
、
そ
の
う
ち
三
面
に
「
工
部
」
の
文
字
が

見
え
る
（
図
十
一
）
。
ま
た
、
「
万
寿
山
過
会
図
」
（
『
燕
都
』
一
九
八

九
年
二
期
裏
表
紙
掲
載
）
で
は
積
箱
の
会
寵
に
「
積
箱
」
「
兵
部
」

の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
先

に
も
引
い
た
孤
血
「
社
火
概
談
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
控
会
者
之
資
格
　
　
此
種
資
格
、
可
分
晰
言
之
。
一
為
城

内
各
衛
門
作
事
者
、
一
為
郷
邨
中
之
有
頭
瞼
的
人
物
、
間
亦

有
尊
官
、
貴
冑
、
亦
間
有
平
民
、
然
終
不
如
各
衛
門
作
事
者

之
衆
且
多
也
。
有
六
部
時
各
部
中
当
差
者
、
皆
自
行
組
織
成



会
。
其
原
因
一
以
太
平
無
事
、
一
以
慈
禧
時
以
此
遜
上
寵
者

頗
衆
、
故
大
都
希
上
旨
而
紛
紛
従
事
此
種
工
作
。
如
兵
部
之

梢
箱
、
礼
部
之
中
幡
、
翰
林
院
之
五
虎
梶
、
掌
印
司
之
獅
子

皆
其
差
役
者
為
之
。

　
会
を
組
織
す
る
者
の
身
分
　
　
こ
の
身
分
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
市
街
に
あ
る

各
省
庁
で
現
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
び
と
、
い
ま
一
つ
は
、
農

村
の
有
力
な
人
物
。
と
き
に
高
級
官
僚
や
名
門
の
子
弟
、
あ

る
い
は
平
民
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
数
は
役

所
の
現
業
従
事
者
に
及
ば
な
い
。
六
部
の
あ
っ
た
時
代
に
は
、

各
部
の
現
業
従
事
者
は
そ
れ
ぞ
れ
み
ず
か
ら
会
を
組
織
し
て

い
た
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
天
下
が
太
平
無
事
で
あ
っ
た

こ
と
、
一
つ
に
西
太
后
の
時
代
に
こ
う
し
た
会
に
よ
っ
て
寵

を
得
よ
う
と
し
た
も
の
が
か
な
り
多
く
、
み
な
は
お
上
か
ら

の
思
し
召
し
を
求
め
て
わ
れ
も
わ
れ
も
と
こ
う
し
た
活
動
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
兵
部
の
禎
箱
、
礼
部
の
中

幡
、
翰
林
院
の
五
虎
梶
、
掌
印
司
の
獅
子
舞
な
ど
は
、
み
な

当
該
の
役
所
で
実
働
す
る
人
び
と
が
行
っ
て
い
た
。

五
　
大
鼓
会

立
子
皇
の
前
に
三
人
の
太
鼓
打
ち
が
並
び
、
赤
い
服
を
着
だ
童

子
姿
の
五
人
が
円
盤
状
の
も
の
を
持
っ
た
両
手
を
挙
げ
て
踊
る
の

が
見
え
る
（
図
四
）
。
こ
れ
は
大
鼓
会
と
呼
ば
れ
る
。
『
民
社
北
平

指
南
』
（
『
北
平
風
俗
類
徴
』
祠
祀
及
禁
忌
所
引
）
に
、
次
の
よ
う
に

言
う
。　

大
鼓
会
、
又
名
跨
鼓
、
該
会
以
大
鼓
以
主
脳
、
鼓
甚
大
、

上
嵌
鉄
環
、
撃
之
噌
原
作
響
、
極
為
好
聴
、
旁
有
童
子
二
排
、

各
執
銅
縮
一
対
、
互
相
撃
響
、
有
時
亦
各
以
絹
錬
之
単
個
与

他
人
之
縮
任
意
磋
響
、
頗
有
興
趣
。

　
大
鼓
会
は
、
ま
た
の
名
を
「
跨
鼓
」
と
も
い
う
。
こ
の
会

は
太
鼓
を
中
心
と
す
る
。
太
鼓
は
た
い
へ
ん
大
き
く
、
上
に

鉄
の
環
が
は
め
こ
ん
で
あ
っ
て
、
た
た
く
と
ド
ン
ド
ン
と
、

き
わ
め
て
い
い
音
が
す
る
。
そ
の
横
で
は
子
ど
も
た
ち
が
二

列
に
な
り
、
こ
れ
ぞ
れ
銅
の
小
型
の
シ
ン
バ
ル
一
組
を
持
ち
、

こ
れ
を
打
ち
合
わ
せ
て
音
を
出
す
。
時
に
は
、
自
分
の
持
っ

て
い
る
銅
の
小
型
の
シ
ン
バ
ル
の
う
ち
一
つ
を
他
の
人
の
も

の
と
自
由
に
打
ち
合
わ
せ
て
音
を
出
す
こ
と
も
あ
り
、
と
て

も
お
も
し
ろ
い
も
の
だ
。

　
こ
の
芸
能
は
ま
た
花
鍼
、
あ
る
い
は
花
敲
大
鼓
と
も
呼
ば
れ
、

会
は
鍋
子
会
と
も
呼
ば
れ
る
。
董
秀
泉
「
門
頭
溝
区
民
間
花
会
舞



路
史
話
」
（
『
文
史
資
料
選
編
』
第
三
十
八
輯
、
一
九
九
〇
年
三
月
所
収
）

に
よ
れ
ば
、
同
区
龍
泉
務
村
の
大
鼓
会
は
、
十
二
、
三
才
の
子
ど

も
が
十
二
人
で
演
じ
、
銅
鎖
を
二
人
で
互
い
に
打
ち
合
う
ほ
か
、

ト
ン
ボ
を
切
っ
た
り
、
立
ち
回
り
を
演
じ
た
り
も
し
た
と
い
う
。

　
会
旗
は
立
子
毫
の
右
に
見
え
、
黒
地
に
白
い
水
玉
模
様
か
お
る
。

そ
の
先
を
黒
い
会
龍
が
行
く
。
立
子
毫
の
左
側
の
白
地
に
赤
い
縁

取
り
の
会
旗
を
持
つ
人
は
、
下
の
ほ
う
を
見
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
同
じ
旗
を
つ
け
た
積
箱
か
お
る
か
ら
、
こ

れ
は
そ
の
積
箱
の
会
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
六
　
獅
子
会

　
山
の
中
腹
、
塞
爾
略
の
手
ま
え
に
獅
子
の
か
ぶ
り
も
の
が
二
つ

見
え
る
（
図
五
）
。
獅
子
舞
の
会
で
あ
る
。
右
の
獅
子
は
黒
色
、

左
は
黄
色
い
地
に
赤
い
斑
点
が
っ
く
。
黄
色
に
赤
い
縁
取
り
の
あ

る
会
旗
二
本
に
先
導
さ
れ
て
い
る
。

　
七
　
そ
の
他

　
以
上
の
ほ
か
、
山
中
に
小
さ
く
二
種
の
芸
能
が
認
め
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
上
か
ら
二
つ
め
の
建
造
物
と
三
つ
め
の
建
造
物
の
あ
い

だ
、
高
い
の
ぼ
り
を
か
ら
だ
に
乗
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
人
が
見

え
る
（
図
二
十
六
）
。
こ
れ
は
、
「
中
幡
」
の
会
で
あ
る
。
ま
た
、

図二十六

さ
き
に
澗
溝
村
と
推
測
し
た
と
こ
ろ
の
広
場
で
は
綱
渡
り
が
行
わ

れ
て
い
る
（
図
八
）
。

第
四
節
　
飲
食
物
の
供
与

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
は
ま
た
、
茶
、
粥
、
饅
頭
、
酒
な
ど
を

供
与
し
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
る
人
び
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
ひ
と
り
ひ
と
り
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
か
お
り
、
ま
つ
り
の

日
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
よ
く
表
し
て
い
る
。



　
妙
峰
山
の
ま
つ
り
で
は
、
少
な
く
と
も
清
末
か
ら
民
国
時
代
に

か
け
て
、
茶
・
粥
の
ほ
か
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
「
会
」
に
よ
っ

て
無
料
で
提
供
さ
れ
、
そ
れ
が
こ
の
ま
つ
り
の
大
き
な
特
徴
に

な
っ
て
い
た
。
一
九
一
九
年
の
旧
暦
四
月
二
日
、
五
四
運
動
か
い

ま
起
こ
ろ
う
し
て
い
る
北
京
の
街
か
ら
、
妙
峰
山
の
ま
つ
り
に
出

か
け
た
修
明
法
師
は
、
そ
の
よ
う
す
を
、
「
朝
拝
妙
峰
山
娘
娘
頂

雑
記
」
（
『
文
史
資
料
選
編
』
第
三
十
輯
、
一
九
八
六
年
十
二
月
所
収
）

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
次
日
登
山
、
沿
澗
溝
、
有
茶
棚
多
次
、
無
償
供
給
茶
水
、

粥
、
饅
首
。
縫
鞍
老
会
組
織
的
縫
鞍
帖
亦
為
香
客
義
務
服
務
。

濃
厚
的
団
結
虔
誠
之
気
気
充
溢
全
山
、
宛
然
別
是
一
番
天
地
。

　
翌
日
山
に
登
り
、
澗
溝
に
そ
っ
て
行
く
。
多
く
の
「
茶

棚
」
が
あ
っ
て
、
無
料
で
茶
、
粥
、
饅
頭
を
供
し
て
い
る
。

「
縫
鞍
老
会
」
の
設
置
し
た
靴
の
修
繕
所
も
参
拝
者
の
た
め

に
無
償
の
奉
仕
を
し
て
い
る
。
団
結
と
敬
虔
の
雰
囲
気
が
全

山
に
濃
く
満
ち
て
、
ま
る
で
別
世
界
で
あ
っ
た
。

　
顧
頷
剛
ら
の
調
査
も
こ
の
「
会
」
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
、
妙
峰

山
の
ま
っ
り
特
有
の
、
参
拝
客
相
互
の
連
帯
感
に
つ
い
て
も
、
報

告
の
随
所
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
大
覚
寺
の
門
前
向
か
っ
て
右
手
、
僧
が
姿
を
み
せ
た
と
こ
ろ

（
図
十
）
に
、
茶
を
供
す
る
黒
い
服
の
男
性
が
見
え
る
。
緋
毛
脛

を
敷
い
た
テ
ー
ブ
ル
に
湯
飲
み
が
三
個
並
び
、
テ
ー
ブ
ル
の
横
に

は
茶
が
入
っ
て
い
る
ら
し
き
大
き
な
容
器
が
置
か
れ
て
い
る
。
黒

い
服
の
男
性
は
、
右
側
、
湯
飲
み
を
も
つ
男
性
参
拝
客
と
な
に
か

や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
こ
の
参
拝
客
は
先
が
二
ま
た
に
な
っ
た

木
の
枝
の
杖
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
参
拝

を
す
ま
せ
た
下
山
者
で
あ
る
。
反
対
側
か
ら
は
、
わ
り
あ
い
身
な

り
の
よ
い
女
性
の
客
が
、
お
か
わ
り
を
要
求
す
る
か
、
湯
飲
み
を

返
す
か
す
る
た
め
に
、
手
を
の
ば
し
て
黒
い
服
の
男
性
に
湯
飲
み

を
差
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
右
横
で
は
、
身
な
り
の
よ
い
黒
い
服

の
男
性
が
僧
と
こ
と
ば
を
加
わ
し
て
い
る
様
子
だ
。
ま
た
、
子
ど

も
が
ひ
と
り
、
女
性
の
着
物
の
裾
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
が
声
を
か
け
た
の
か
、
い
た
ず
ら
を
し
た
の
か
、
高
跳
秋

歌
の
銅
銀
打
ち
が
振
り
返
っ
て
子
ど
も
に
視
線
を
や
っ
て
い
る
。

　
茶
は
大
覚
寺
の
向
か
っ
て
左
側
の
建
物
の
前
で
も
供
与
さ
れ
て

い
る
（
図
二
十
七
）
。
こ
ち
ら
は
黒
い
服
の
男
性
が
や
か
ん
か
ら
注

い
で
い
る
。
そ
の
後
ろ
に
は
、
お
そ
ら
く
背
後
の
建
物
か
ら
洗
っ

た
湯
飲
み
を
盆
に
の
せ
て
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
、
同
じ
く
黒
い
服

の
男
性
が
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
こ
ち
ら
側
の
男
性
は
、
右
手
に
湯

飲
み
を
も
っ
て
左
横
の
参
拝
客
に
茶
を
勧
め
て
い
る
様
子
だ
。



図二十七

　
五
虎
梶
の
向
か
っ
て
右
に
、
饅
頭
を
並
べ
た
平
た
い
ザ
ル
を
首

か
ら
下
げ
た
黒
い
服
の
男
性
か
お
り
、
そ
の
左
横
で
は
一
人
の
男

性
参
拝
客
が
、
杖
を
も
た
な
い
の
で
こ
れ
か
ら
山
に
上
る
の
で
あ

ろ
う
、
い
ま
ま
さ
に
饅
頭
を
ほ
お
ば
っ
て
、
幸
せ
そ
う
な
顔
を
し

て
い
る
（
図
二
十
八
）
。
右
の
男
性
は
左
手
に
饅
頭
を
の
せ
て
、
も

う
一
つ
、
と
勧
め
て
い
る
様
子
だ
。
こ
こ
か
ら
、
画
面
を
ま
っ
す

ぐ
下
に
お
り
だ
と
こ
ろ
に
も
、
饅
頭
を
の
せ
た
ザ
ル
を
も
つ
男
性

が
一
人
い
る
。

　
画
面
右
手
に
は
粥
を
食
べ
る
人
々
も
見
え
る
（
図
二
十
九
）
。
天

秤
棒
で
担
い
で
き
た
粥
の
屋
台
で
、
主
人
が
左
手
に
勺
を
も
っ
て

図二十八



図二十九

よ
そ
っ
て
い
る
。
左
の
黒
い
服
の
男
性
は
レ
ン
グ
を
手
に
し
、
う

れ
し
そ
う
に
粥
を
食
べ
て
い
る
。
正
面
に
客
が
も
う
一
人
い
て
、

こ
ち
ら
は
右
手
に
箸
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
屋
台
の
上

方
に
は
絵
看
板
（
招
幌
）
が
か
か
っ
て
い
る
。
中
央
の
赤
い
も
の

は
酒
、
そ
の
左
の
細
長
い
紙
の
束
は
ふ
つ
う
は
麺
類
を
商
う
こ
と

を
表
す
。
し
て
み
れ
ば
、
主
人
の
手
前
の
甕
の
な
か
み
は
酒
で
あ

ろ
う
か
。
黒
い
服
の
男
性
の
後
ろ
に
は
、
杖
を
も
っ
て
振
り
返
る

男
性
か
お
り
、
さ
ら
に
後
方
、
杖
を
も
ち
、
背
中
に
「
朝
頂
進

香
」
の
四
文
字
の
入
っ
た
白
い
袋
を
背
負
っ
た
連
れ
ら
し
き
男
性

に
、
粥
を
食
べ
よ
う
と
誘
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

　
そ
の
す
ぐ
下
に
は
、
天
秤
棒
を
担
ぐ
男
性
が
見
え
る
（
図
三
十
）
。

箸
立
て
の
ほ
か
、
薬
味
、
漬
物
な
ど
が
入
っ
た
と
お
ぼ
し
き
ふ
た

つ
き
の
焼
物
の
容
器
が
い
く
つ
か
の
っ
て
い
る
。
桶
の
中
味
は
粥

で
あ
ろ
う
。
前
方
か
ら
、
一
人
の
男
性
が
こ
れ
に
向
か
っ
て
な
に

か
話
し
か
け
て
い
る
ら
し
く
見
え
る
。

　
画
面
左
下
に
、
酒
を
飲
ん
で
一
服
で
き
る
店
か
お
る
（
図
三
十

一
）
。
こ
こ
に
も
絵
看
板
が
あ
か
っ
て
い
る
。
黒
い
服
の
男
性
が
、

食
器
が
並
ぶ
机
に
肘
を
つ
き
酒
を
飲
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
後

ろ
で
は
、
三
人
の
男
性
が
、
下
半
身
は
見
え
な
い
が
お
そ
ら
く
腰

を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
の
ん
び
り
談
笑
し
て
い
る
。
一
人
は

団
扇
を
も
っ
て
い
る
。
新
暦
で
い
え
ば
す
で
に
五
月
、
ア
ル
コ
ー



図三十

図三十一



ル
も
入
っ
て
暑
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
前
、
赤
い
正
方
形

の
紙
を
貼
っ
た
壷
の
中
味
は
酒
に
相
違
な
い
。

　
図
中
の
飲
料
や
食
料
の
供
与
が
有
料
か
無
料
か
は
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
た
だ
、
推
測
を
述
べ
れ
は
、
天
秤
棒
や
ざ
る
な
ど
に
よ

る
行
商
と
、
絵
看
板
を
上
げ
た
粥
店
、
酒
店
は
営
利
的
な
も
の
で

あ
り
、
大
覚
寺
前
と
画
面
左
の
建
物
前
、
二
箇
所
の
茶
の
供
与
は
、

安
価
で
も
あ
り
、
ま
た
組
織
の
関
与
を
う
か
が
わ
せ
、
無
料
で
あ

る
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。

第
五
節
　
参
拝
客

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
参
拝
客
が

生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
残
る
二
幅
の
妙
峰
山
の
ま
つ
り
の

図
と
く
ら
べ
た
と
き
に
も
っ
と
も
印
象
深
い
の
も
、
こ
の
点
で
あ

る
。
山
中
、
か
な
り
小
さ
く
な
っ
て
も
、
人
間
が
丁
寧
に
描
こ
う

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
碧
霞
元
君
廟
へ
こ
れ
か

ら
参
ろ
う
と
す
る
人
と
参
拝
を
終
え
た
人
の
描
き
分
け
も
、
き
ち

ん
と
な
さ
れ
て
い
る
。

　
民
国
二
十
五
（
一
九
三
六
）
年
の
状
況
を
、
荘
厳
「
妙
峰
山
進

香
日
記
」
が
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
凡
人
廟
者
、
見
其
裏
鰍
糧
、
携
香
火
、
則
知
為
上
山
、

（
中
略
）
如
見
手
持
木
杖
、
頭
戴
紅
花
者
、
則
知
為
下
山
。

　
（
茶
棚
に
）
人
っ
て
く
る
人
々
が
も
し
携
帯
用
の
食
糧
と
香

を
も
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
山
に
上
る
人
で
あ

り
、
杖
を
手
に
し
、
赤
い
花
を
頭
に
戴
い
て
い
る
な
ら
ば
そ

れ
は
下
山
者
で
あ
る
。

　
図
で
も
、
山
上
に
向
か
う
人
は
、
香
の
入
っ
た
袋
を
持
っ
て
い

る
。
五
虎
梶
の
趙
匡
胤
の
真
下
、
馬
車
の
向
こ
う
に
ふ
た
り
連
れ

の
男
性
が
い
る
（
図
三
十
二
）
。
一
人
は
茶
色
の
服
を
身
に
つ
け
、

も
う
一
人
は
扇
を
左
手
に
も
ち
黒
い
服
を
着
て
い
る
。
香
の
袋
を
、

か
た
や
胸
に
抱
え
、
か
た
や
背
に
負
い
、
道
を
急
ぐ
風
で
あ
る
。

中
国
の
香
は
日
本
の
線
香
と
違
っ
て
か
な
り
長
く
、
ま
た
、
い
ち

ど
に
何
本
も
束
に
し
て
上
げ
る
。
し
か
も
、
山
上
に
は
碧
霞
元
君

だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
神
々
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
香
は

か
な
り
の
か
さ
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
香
の
袋
に
多
く
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
朝
頂
進
香
（
登
頂
参
拝

の
意
）
」
の
文
字
で
、
た
だ
一
つ
「
丁
亥
年
製
」
と
書
か
れ
た
袋

か
お
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
。
売
る
の
か
あ
る
い
は

配
る
の
か
、
た
く
さ
ん
の
香
を
網
状
の
袋
に
入
れ
て
背
負
う
人
の

姿
も
見
え
る
。
馬
車
の
馬
の
鼻
先
す
ぐ
の
と
こ
ろ
（
図
三
十
三
）



図三十二．

と
、
大
覚
寺
の
門
前
、
画
面
向
か
っ
て
左
側
の
小
さ
な
扉
の
前
、

そ
し
て
立
子
息
の
手
前
の
三
箇
所
で
あ
る
。

　
下
山
し
て
き
た
人
が
持
っ
て
い
る
の
は
、
桃
の
木
の
杖
（
桃
木

祖
）
で
あ
る
（
図
三
十
二
）
。
荘
厳
の
言
う
よ
う
に
、
民
国
時
代
に

は
、
妙
峰
山
の
参
拝
客
は
特
有
の
花
飾
り
を
帯
び
て
下
山
し
、
こ

れ
も
北
京
の
街
の
風
物
詩
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
顧
順
剛
「
妙

峰
山
進
香
専
号
引
言
」
（
『
妙
峰
山
』
所
収
）
に
言
う
。

在
這
個
期
間
、
北
京
城
内
外
道
路
上
常
磋
見
戴
了
満
頭
紅

図三十三



花
、
支
了
樹
枝
作
成
的
手
杖
而
行
的
男
婦
椚
、
這
即
是
従
那

裏
進
完
了
香
而
回
来
的
。
紅
花
是
福
気
的
象
徴
、
他
椚
戴
了

帰
来
、
喚
倣
『
帯
福
回
家
』
。

　
こ
の
時
期
、
北
京
城
内
外
の
道
で
は
、
頭
い
っ
ぱ
い
に
赤

い
花
を
つ
け
、
木
の
枝
を
杖
に
し
て
歩
く
男
女
に
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
出
会
う
が
、
こ
れ
は
、
そ
こ
（
妙
峰
山
）
に
お
参
り

し
て
帰
っ
て
き
た
人
々
で
あ
る
。
赤
い
花
は
福
を
象
徴
す
る

も
の
で
、
そ
れ
を
つ
け
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
、
「
福
を

も
っ
て
家
に
帰
る
」
と
呼
ぶ
。

　
「
福
」
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
俗
化
し
た
わ
か
り
や
す
い
言
い

か
た
で
、
も
と
も
と
、
花
は
山
で
得
た
新
し
い
生
命
力
の
象
徴

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
桃
の
木
が
生
命
力
を
象
徴
し
、
聖
性
を
も
つ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
正
月
の
桃
符
な
ど
の
例
か
あ
っ
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
「
妙
峰
山
進
香
図
」
　
に
は
こ
の
花
飾
り
は
見
え

な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
図
は
、
花
飾
り
が
あ
ら
わ
れ
る
以
前
に
描

か
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
花
飾
り
が
い
つ
ご

ろ
か
ら
出
現
し
た
か
は
、
目
下
不
明
で
あ
る
。

　
図
中
目
に
つ
く
の
が
、
子
ど
も
と
女
性
の
姿
で
あ
る
。
子
ど
も

は
少
な
く
と
も
八
人
お
り
、
し
か
も
み
な
か
な
り
幼
い
。
画
面
右

か
ら
、
一
　
赤
い
衣
を
着
だ
母
に
抱
か
れ
、
祖
母
に
付
き
添
わ
れ

た
子
ど
も
。
二
　
こ
の
す
ぐ
右
横
、
左
手
に
キ
セ
ル
ら
し
き
も
の
、

右
手
に
扇
を
持
つ
母
に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も
（
図
三
十
四
）
。
母
は

右
方
少
し
先
を
行
く
、
傘
を
も
っ
た
黒
い
服
の
男
性
を
注
視
し
て

い
る
風
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
父
親
か
。
三
　
先
に
も
見
た
、
茶

を
飲
む
母
の
着
物
の
裾
か
ら
顔
を
出
す
子
ど
も
（
図
十
）
。
四

人
覚
寺
の
向
か
っ
て
左
の
わ
き
の
小
扉
の
前
に
、
赤
い
服
の
子
ど

図三十四



も
が
父
に
負
わ
れ
て
い
る
（
図
二
十
八
）
。
母
親
は
子
ど
も
の
視
線

の
向
か
う
、
そ
の
左
側
、
左
手
に
扇
を
持
っ
て
正
面
を
向
く
女
性

だ
ろ
う
か
。
五
　
こ
こ
か
ら
画
面
を
ま
っ
す
ぐ
下
に
お
り
る
と
、

赤
い
衣
の
母
に
付
き
添
わ
れ
、
父
に
負
わ
れ
た
子
ど
も
が
も
う
ひ

図三十五

と
り
見
え
る
（
図
三
十
五
）
。
六
　
画
面
の
左
端
に
父
に
抱
か
れ
た

赤
い
服
を
着
だ
子
ど
も
が
い
る
（
図
二
十
一
）
。
父
は
横
に
い
る
子

ど
も
の
母
親
に
、
楽
し
げ
に
な
に
か
話
し
か
け
て
い
る
。
七
　
立

子
息
の
少
し
手
前
に
、
横
に
い
る
母
親
と
同
じ
赤
い
色
の
服
を
着

だ
子
ど
も
が
父
親
に
負
わ
れ
て
い
る
。
八
　
案
爾
略
の
手
前
、
輿

の
前
に
、
赤
い
服
の
子
ど
も
が
父
親
に
背
負
わ
れ
て
い
る
。

　
女
性
は
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
係
累
以
外
に
、
大
覚
寺
の
入
り

□
附
近
こ
れ
か
ら
寺
に
参
ろ
う
と
し
て
い
る
赤
い
服
の
女
性
が
い

る
（
図
九
）
。
左
横
の
男
性
を
見
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
れ

が
夫
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
左
下
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、
右
横
に
立

つ
夫
と
思
し
き
人
物
の
ほ
う
へ
目
と
身
体
を
向
け
て
い
る
女
性
が

い
る
。
開
路
の
向
か
っ
て
右
横
に
も
女
性
か
お
り
、
右
手
で
な
に

か
を
指
し
て
い
る
様
子
だ
（
図
三
十
三
）
。
目
線
の
方
向
か
ら
す
る

と
、
香
売
り
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

画
面
左
手
の
茶
を
供
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
二
人
の
女
性
が
こ
と

ば
を
か
わ
し
、
ま
た
扇
を
持
っ
た
女
性
が
右
横
の
杖
を
も
っ
た
老

人
と
話
を
し
て
い
る
（
図
二
十
七
）
。

　
門
前
で
目
に
つ
く
の
は
、
馬
車
に
乗
っ
た
女
性
と
（
図
三
十
六
）
、

輿
に
乗
っ
た
女
性
（
図
三
十
七
）
で
あ
る
。
馬
車
は
一
頭
立
て
で

白
馬
に
曳
か
れ
、
御
者
と
女
性
が
一
人
が
乗
る
。
こ
の
女
性
の
顔

が
窓
か
ら
見
え
る
だ
け
で
、
同
乗
者
の
有
無
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。



図三十六

図三十七



馬
車
の
横
に
は
、
役
人
の
出
で
立
ち
の
男
性
が
栗
毛
の
馬
に
乗
り
、

後
ろ
を
振
り
返
っ
て
い
る
（
図
三
十
八
）
。
右
手
に
は
、
な
に
か
短

い
棒
状
の
も
の
を
持
っ
て
こ
れ
を
さ
し
上
げ
て
い
る
が
、
鞭
だ
ろ

う
か
。
そ
の
後
ろ
に
は
黒
い
服
を
き
た
白
髪
の
老
婆
か
お
り
、
左

手
に
線
香
の
束
、
右
手
に
火
が
つ
い
て
煙
の
あ
が
る
線
香
を
も
っ

て
、
馬
車
を
追
う
か
、
大
覚
寺
へ
急
ぐ
か
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
馬

車
の
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
輿
は
四
人
が
担
ぐ
。
乗
っ
た
女
性
は
傘
を
さ
し
て
い
る
。
す
ぐ

前
に
男
性
の
乗
る
輿
が
行
き
、
ふ
た
り
は
同
行
で
あ
る
ら
し
く
見

図三十八

え
る
。
男
性
の
輿
の
座
席
は
緋
色
の
柔
ら
か
そ
う
な
生
地
で
覆
わ

れ
て
、
高
級
な
感
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
山
の
か
な
り
上
の
方
ま
で
、
女
性
と
わ
か
る
人
の

姿
が
少
な
く
な
い
。
女
性
の
多
く
は
夫
と
思
わ
れ
る
男
性
と
い
っ

し
ょ
に
描
か
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
伝
統
的
に
女
性
の
外
出
が
制

限
さ
れ
、
ま
つ
り
の
図
や
都
市
の
繁
華
図
な
ど
に
も
、
ふ
つ
う
女

性
や
子
ど
も
の
姿
は
少
な
い
か
、
あ
る
い
は
皆
無
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
る
「
清
明
上
河
図
」
に
も
、
女
性
や
子
ど
も

の
数
は
成
人
男
性
に
く
ら
べ
か
な
り
少
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
、

「
妙
峰
山
進
香
図
」
に
は
、
女
性
や
子
ど
も
が
多
く
描
か
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
説
明
は
そ
れ
は
む
ず
か
し
く
は
な
い
。
妙

峰
山
の
ま
つ
り
は
「
娘
娘
（
女
神
）
」
、
つ
ま
り
碧
霞
元
君
の
ま
つ

り
で
あ
る
。
碧
霞
元
君
の
職
掌
は
広
い
が
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も

重
要
か
つ
切
実
な
も
の
は
子
授
け
で
あ
っ
た
。
ふ
だ
ん
外
出
を
制

限
さ
れ
て
い
る
女
性
た
ち
も
、
だ
か
ら
、
こ
の
ま
つ
り
に
は
、
子

授
け
の
願
掛
け
や
お
礼
参
り
と
い
う
大
義
名
分
を
得
て
、
堂
々
と

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
『
妙
峰
山
頂
記
』
　
で
著
者

奉
寛
は
、
妙
峰
山
へ
は
毎
年
、
幼
い
こ
ろ
は
母
と
、
長
じ
て
は
妻

と
、
つ
ま
り
か
な
ら
ず
女
性
と
出
か
け
た
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、

顧
順
剛
は
、
ふ
だ
ん
外
出
し
た
こ
と
の
な
い
若
い
女
性
が
、
妙
峰

山
の
険
し
い
山
道
を
、
神
の
加
護
を
得
た
も
の
か
、
登
り
き
っ
た



こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
姿
か
お
る
の
も
同
じ
理
由
に
よ
る
。
い
た
い
け
な
子

ど
も
を
連
れ
て
妙
峰
山
に
詣
で
る
の
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
信
仰
の
力
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
碧
霞
元
君
に
願
を
か
け
て
男
子
を
得
た
夫

婦
は
、
子
ど
も
を
連
れ
て
お
礼
参
り
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
が
み
な
幼
い
こ
と
も
、
こ
れ
で
説
明
が
つ
く
。

　
物
乞
い
の
老
夫
婦
も
い
る
（
図
三
十
九
）
。
身
を
寄
せ
合
い
、
左

に
い
る
老
人
が
、
鉢
の
よ
う
な
も
の
を
差
し
出
す
。
老
婆
は
手
を

　
　
あ
わ
せ
て
懇
願
の
様
子
だ
。

　
　
ふ
た
り
の
足
元
に
は
黒
い
犬

　
　
が
い
る
。
こ
う
し
た
人
び
と

　
　
は
時
代
や
場
所
を
問
わ
ず
し

七
　
ば
し
ば
犬
と
道
連
れ
で
あ
る

こ
　
よ
う
だ
。

一
‘
－区
　
　
ま
た
、
そ
の
少
し
上
に
、

　
　
図
中
た
っ
た
ひ
と
り
編
み
笠

　
　
を
か
ぶ
り
、
実
か
花
の
つ
い

　
　
た
枝
条
の
も
の
を
も
ち
、
寵

　
　
を
下
げ
た
物
売
り
ら
し
き
男

　
　
性
が
、
何
を
売
る
の
か
、
す

る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
描
か
れ
て
い
る
（
図
三
十
五
）
。

第
三
章
　
「
妙
峰
山
進
香
図
」

　
以
上
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
内
容
を
、
お
も
に
建
造
物
と
人

物
を
中
心
に
見
て
き
た
。
建
造
物
や
人
物
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
ひ

と
り
ひ
と
り
が
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
。
し
か
し
、
不
明
な
点
も
い
ま
だ
多
い
し
、
ま

た
、
見
落
と
し
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
清
の
史
料
や
文

書
を
詳
し
く
調
査
す
れ
ば
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
今
回
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ
ま
で
と
し
、
最
後
に
、

「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
も
つ
意
味
を
、
制
作
動
機
を
中
心
に
考
え

て
、
ま
と
め
に
か
え
た
い
と
思
う
。

　
「
妙
峰
山
進
香
図
」
は
、
最
初
に
述
べ
た
と
お
り
、
縦
一
六
〇

セ
ン
チ
、
横
二
一
〇
・
八
セ
ン
チ
と
い
う
大
き
な
絵
で
あ
り
、
し

か
も
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
作

成
す
る
に
は
、
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
必
要
と
し
た
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
、
絵
の
内
容
か
ら
み
て
も
、
趣
味
的
に
書
か
れ
た
も
の

と
は
考
え
に
く
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
こ
の

図
を
必
要
と
し
た
人
間
、
つ
ま
り
依
頼
主
が
い
た
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
一
定
の
財
力
を
持
っ
た
個
人
な
り
、



あ
る
い
は
集
団
な
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
依
頼
主
の
可
能
性
は
三
つ

あ
る
。
一
つ
は
妙
峰
山
の
碧
霞
元
君
廟
や
大
覚
寺
と
い
っ
た
宗
教

方
面
の
関
係
者
。
一
つ
は
民
間
芸
能
の
「
会
」
の
関
係
者
。
い
ま

一
つ
は
碧
霞
元
君
を
信
仰
す
る
、
財
力
の
あ
る
個
人
、
で
あ
る
。

　
一
つ
め
に
つ
い
て
、
宗
教
と
図
像
が
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
き

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
唱
導
に
し
ば
し
ば
図
像

が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
中
国
な
ら
ば
敦
煌
を
は
じ
め
、
ま
た
日

本
な
ら
ば
地
獄
絵
の
絵
解
き
な
ど
、
数
々
の
例
か
お
る
。
こ
の
よ

う
な
例
を
こ
こ
に
出
す
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
じ
つ
は
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
を
は
じ
め
て
実
際
に
目

に
し
た
と
き
、
わ
た
し
は
す
ぐ
日
本
の
参
詣
曼
荼
羅
を
連
想
し
た
。

大
き
さ
も
同
じ
く
ら
い
で
、
両
者
と
も
に
、
社
寺
の
案
内
図
と
い

う
実
用
的
な
性
格
と
、
聖
地
あ
る
い
は
信
仰
へ
人
び
と
を
い
ざ
な

う
宗
教
的
な
性
格
と
を
、
あ
わ
せ
も
つ
。
ま
た
、
図
中
に
民
間
芸

能
が
描
か
れ
る
の
も
共
通
し
て
い
る
。
首
都
博
物
館
蔵
「
妙
峰
山

過
会
図
」
と
「
妙
峰
山
進
香
図
」
と
は
、
同
じ
よ
う
に
民
間
芸
能

が
描
か
れ
て
見
る
も
の
の
目
を
引
く
が
、
し
か
し
、
「
妙
峰
山
過

会
図
」
に
く
ら
べ
る
と
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
で
は
碧
霞
元
君
廟

や
、
そ
こ
に
い
た
る
参
道
、
茶
棚
、
山
々
を
描
く
こ
と
に
、
は
る

か
に
多
く
の
注
意
と
労
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
茶
棚
が

描
か
れ
、
多
く
に
は
名
ま
え
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
図

に
参
詣
の
案
内
図
と
し
て
の
性
格
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
も
っ
と
も
高
い
と
こ
ろ
に
碧
霞
元
君
廟
か
お
り
、
そ

こ
へ
向
か
っ
て
山
道
を
行
く
人
び
と
を
細
か
に
描
く
の
は
、
こ
の

図
が
、
一
定
の
宗
教
性
、
聖
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
制
作
さ
れ
、

ま
た
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
制
作
動
機
の
二
つ
め
、
会
の
関
係
者
が
依
頼
し
た
可
能
性
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
中
央
の
五
虎
視
の
会
以
外
の
可
能
性
は
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
ま
た
そ

う
で
あ
る
と
主
張
で
き
る
だ
け
の
材
料
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
三
つ
め
、
碧
霞
元
君
を
信
仰
す
る
個
人
の
依
頼
で
あ
る
可
能
性

も
、
ま
た
、
な
い
で
は
な
い
。
図
中
の
夫
婦
は
ほ
と
ん
ど
が
子
ど

も
連
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
実
景
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う

が
、
ま
た
、
こ
の
図
が
子
授
け
祈
願
の
た
め
に
描
か
れ
た
た
め
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
図
に
は
、
か
な
ら
ず
し
も
描
く
必
要
が

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
馬
車
が
描
か
れ
、
そ
の
窓

か
ら
は
女
性
が
ち
ら
り
と
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
絵

図
に
は
、
し
ば
し
ば
依
頼
主
が
さ
り
げ
な
く
描
か
れ
る
も
の
で
あ

る
。
馬
車
に
乗
る
の
は
財
力
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
し
か
も
、
こ

れ
が
目
に
つ
く
よ
う
に
、
け
れ
ど
も
、
姿
は
ち
ら
り
と
見
え
る
程

度
に
描
か
れ
て
い
る
。
依
頼
主
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
馬
車
の
女

性
な
ど
そ
の
有
力
候
補
の
一
人
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。



　
本
論
文
中
に
比
較
の
た
め
に
挙
げ
た
い
く
つ
か
の
絵
画
に
し
て

も
、
康
煕
帝
の
八
旬
図
な
ど
の
慶
祝
図
や
風
俗
図
に
し
て
も
、
あ

る
い
は
美
人
画
に
し
て
も
、
清
の
絵
画
は
、
概
し
て
人
物
の
表
情

や
動
き
が
類
型
化
さ
れ
て
変
化
に
乏
し
く
、
あ
ま
り
生
気
が
感
じ

ら
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
「
妙
峰
山

進
香
図
」
に
描
か
れ
た
人
び
と
は
、
み
な
「
生
き
て
い
る
」
。
ひ

と
り
ひ
と
り
を
よ
く
見
る
と
、
そ
れ
を
ま
す
ま
す
強
く
感
じ
る
。

人
び
と
は
、
み
な
、
か
な
ら
ず
だ
れ
か
を
見
て
い
る
。
そ
し
て
、

何
か
を
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
調
査
、
執

筆
の
過
程
で
、
く
り
返
し
こ
の
図
の
、
現
物
、
映
像
、
写
真
を
見

た
が
、
見
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
「
妙
峰
山
進
香
図
」
を
魅
力
的

な
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
神
に
た
い
す
る
、
そ
し

て
、
人
間
に
た
い
す
る
信
頼
感
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、

こ
の
図
の
作
者
の
心
性
で
あ
る
と
同
時
に
、
妙
峰
山
の
ま
つ
り
の

も
つ
心
性
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
絵
画
や
清
の
歴
史
の
専
門
家
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蛮

勇
を
奮
っ
て
こ
の
論
文
を
書
い
た
の
は
、
図
を
見
た
も
の
と
し
て

い
さ
さ
か
で
も
責
務
を
果
た
そ
う
と
思
っ
た
の
と
、
こ
の
図
を
ひ

と
り
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
図
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
は
、
首
都
博
物
館
事
務
室
主
任
の
劉

玉
敏
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
副
研
究
員
葉
渡
氏
に
は
、

論
文
中
に
言
及
し
た
こ
と
も
含
め
、
い
く
つ
か
の
貴
重
な
ご
教
示

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
撮
影
員
谷
中
秀
さ
ん
は
時
間
を
か
け
て

美
し
い
写
真
を
撮
影
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
み
な
さ
ん
に
、
こ
の
場

を
か
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
撮
影
は
あ
く
ま
で
研
究
用
で

あ
り
、
写
真
を
公
表
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
い
う
約
束
を

し
た
た
め
、
今
回
図
版
は
す
べ
て
白
黒
で
、
画
面
も
不
鮮
明
で
あ

る
。
こ
れ
は
筆
者
の
本
意
で
は
な
い
。
こ
の
拙
い
論
文
が
契
機
と

な
っ
て
、
「
妙
峰
山
進
香
図
」
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
全
容

が
公
開
さ
れ
、
ま
た
図
と
妙
峰
山
の
ま
つ
り
に
つ
い
て
の
研
究
が

進
む
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
注
　
（
Ｉ
）
　
こ
の
図
は
、
「
妙
峰
山
廟
会
図
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
『
中
国
大
百

　
　
　
　
科
全
書
』
戯
曲
・
曲
芸
巻
（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九

　
　
　
　
八
三
年
）
に
、
こ
の
図
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
妙

　
　
　
　
峰
山
廟
会
図
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
「
廟
会
」
は
ま
つ
り
の

　
　
　
　
意
で
あ
る
。
首
都
博
物
館
副
研
究
員
葉
渡
氏
の
ご
教
示
に
し
た

　
　
　
　
が
い
、
本
論
文
で
は
「
妙
峰
山
進
香
図
」
の
名
称
を
用
い
る
。

　
（
２
）
　
顧
頷
剛
ら
の
研
究
は
、
顧
順
剛
編
著
『
妙
峰
山
』
（
両
立
中
山

　
　
　
　
大
学
語
言
歴
史
学
研
究
所
、
一
九
二
八
年
、
上
海
文
芸
出
版
社

　
　
　
　
一
九
八
八
年
影
印
版
）
、
お
よ
び
雑
誌
『
民
俗
』
第
六
十
九
・

　
　
　
　
七
十
期
合
刊
「
妙
峰
山
進
香
調
査
専
号
」
（
一
九
二
九
年
七
月

　
　
　
　
二
十
四
日
、
上
海
書
店
、
一
九
八
三
年
、
影
印
・
合
訂
版
）
に



　
　
　
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
　
「
妙
峰
山
過
会
図
」
は
、
雑
誌
『
燕
都
』
総
二
十
九
期
（
一
九

　
　
　
九
〇
年
一
期
）
裏
表
紙
に
カ
ラ
ー
で
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ

　
　
　
て
い
る
。
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
「
妙
峰
山
進
香
図
」
は
、
劉
錫

　
　
　
誠
主
編
『
妙
峰
山
・
世
紀
之
交
的
中
国
民
俗
流
変
』
（
中
国
城

　
　
　
市
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
の
見
開
き
に
白
黒
で
写
真
が
掲
載

　
　
　
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
縮
小
さ
れ
て
い
て
、
お
お
よ
そ
の
感

　
　
　
じ
が
わ
か
る
だ
け
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
李
露

　
　
　
露
「
清
代
《
妙
峰
山
進
香
図
》
」
と
い
う
、
短
か
い
論
考
が
収

　
　
　
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
　
李
澄
・
孫
秀
清
「
首
博
館
蔵
《
妙
峰
山
進
香
図
》
所
反
映
的
妙

　
　
　
峰
山
香
会
習
俗
」
（
『
妙
峰
山
・
世
紀
之
交
的
中
国
民
俗
流
変
』

　
　
　
所
収
）
参
照
。

（
５
）
　
松
家
裕
子
「
妙
峰
山
の
ま
っ
り
と
粥
茶
歌
」
（
『
ア
ジ
ア
文
化
学

　
　
　
科
年
報
』
第
五
号
、
二
〇
〇
一
一
年
十
一
月
所
収
）
参
照
。

（
６
）
　
妙
峰
山
信
仰
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
Ｚ
ｊ
ｕ
i
n
｡
　
Ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
.

　
　
　
”
Ｔ
ｈ
ｅ
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ｋ
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i
l
g
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ｉ
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ｉ
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Ｓ
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ｒ
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i
l
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ｒ
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ｓ
｡
　
１
９
９
２
が
詳
し
い
。

（
７
）
　
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
一
〇
六
　
郊
削
に
も
『
帝
京
景
物
略
』
が

　
　
　
引
か
れ
る
が
、
字
句
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
の
で
引
い
て
お
く
。

　
　
　
黒
龍
潭
北
十
五
里
日
大
覚
寺
、
宣
徳
三
年
建
。
寺
故
名
霊
泉
、

　
　
　
宣
宗
易
以
今
名
、
数
臨
幸
焉
。
今
妃
矣
。
金
章
宗
西
山
八
院
、

　
　
　
寺
、
其
清
水
院
也
。

（
８
）
　
北
京
西
山
大
賞
寺
管
理
処
『
大
覚
寺
』
（
北
京
燕
山
出
版
社
、

　
　
　
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。
ま
た
、
筆
者
も
二
〇
〇
二
年
五
月
、

　
　
　
寺
を
訪
れ
て
確
認
し
た
。

（
９
）
　
『
大
賞
寺
』
前
掲
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
『
大
覚
寺
』
前
掲
に
よ
れ
ば
、
迦
陵
禅
師
は
法
号
を
性
音
と
い

　
　
　
う
。
若
く
し
て
杭
州
で
出
家
、
臨
済
宗
に
入
り
、
の
ち
北
京
の

　
　
　
柏
林
寺
に
移
っ
て
そ
の
住
職
と
な
り
、
雍
正
帝
と
親
し
く
交
わ

　
　
　
る
よ
う
に
な
っ
て
大
覚
寺
に
住
持
し
た
も
の
の
、
雍
正
帝
即
位

　
　
　
後
は
、
は
る
か
庶
山
の
隠
居
寺
に
辞
去
し
、
四
年
の
後
に
そ
の

　
　
　
地
で
寂
滅
し
た
。
雍
正
帝
は
、
「
国
師
」
の
称
号
を
追
賜
し
、

　
　
　
「
円
通
妙
智
大
賞
禅
師
」
　
の
お
く
り
名
を
賜
っ
て
、
遺
骨
を
大

　
　
　
賞
寺
に
招
来
し
、
性
音
の
高
弟
仏
泉
を
大
覚
寺
の
住
職
に
任
じ
、

　
　
　
こ
れ
に
命
じ
て
供
養
等
を
建
造
さ
せ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
以
上
傍
点
は
雍
正
四
年
十
二
月
八
日
の
上
諭
に
よ
っ
て
確
認

　
　
　
可
能
な
こ
と
が
ら
を
示
す
。
ま
た
、
『
西
湖
志
纂
』
巻
四
に
は
、

　
　
　
康
煕
帝
が
康
煕
五
十
三
二
七
一
四
）
年
に
杭
州
の
理
安
寺
を

　
　
　
重
築
し
、
性
音
を
こ
こ
に
住
持
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｈ
）
　
顧
頷
剛
「
妙
峰
山
的
香
会
」
（
『
妙
峰
山
』
所
収
）
　
　
王
小
隠

　
　
　
先
生
告
訴
我
、
他
在
本
京
朋
友
処
打
聴
、
知
道
一
個
香
会
必
須

　
　
　
経
過
了
一
百
年
、
方
可
改
『
聖
会
』
為
『
老
会
』
。

（
1
2
）
　
以
下
、
『
旧
京
社
戯
図
』
の
写
真
は
、
廊
奔
『
中
国
戯
劇
図
史
』

　
　
　
（
河
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
雑
劇
で
は
、
趙
匡
胤
ら
が
倒
す
の
は
、
董
達
ら
三
兄
弟
で
あ
る
。

　
　
　
『
脈
望
館
紗
校
本
古
今
雑
劇
』
に
よ
る
『
趙
匡
胤
打
董
達
』
の

　
　
　
あ
ら
す
じ
は
次
の
と
お
り
。
趙
匡
胤
と
義
兄
弟
の
鄭
恩
の
二
人

　
　
　
が
、
関
西
五
路
へ
の
旅
の
途
上
、
傘
を
売
る
柴
栄
に
出
会
い
、



　
　
　
三
人
は
義
兄
弟
と
な
る
。
あ
る
村
に
来
る
と
、
董
達
と
そ
の
弟
、

　
　
　
単
潮
虎
、
歪
蹄
虎
、
計
三
人
が
橋
を
占
拠
し
、
通
行
人
か
ら
不

　
　
　
法
に
金
を
取
っ
て
い
る
。
三
人
が
不
在
の
う
ち
に
趙
匡
胤
ら
が

　
　
　
橋
を
渡
る
と
、
こ
れ
を
知
っ
て
、
ま
ず
、
単
潮
虎
、
歪
蹄
虎
が

　
　
　
柴
栄
を
殴
り
、
こ
ん
ど
は
逆
に
こ
の
一
一
人
を
趙
匡
胤
と
鄭
恩
が

　
　
　
殴
る
。
話
を
き
い
た
董
達
は
趙
匡
胤
ら
を
追
い
、
ま
ず
ひ
と
り

　
　
　
宿
に
残
っ
て
い
た
柴
栄
を
殴
っ
て
、
傘
と
そ
れ
を
つ
ん
で
い
た

　
　
　
車
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
す
る
。
宿
に
も
ど
っ
た
趙
匡
胤
と
鄭
恩

　
　
　
は
怒
り
、
梶
棒
を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
董
達
ら
に
挑
み
か
か
っ

　
　
　
て
、
董
達
を
殺
し
、
三
人
の
梶
棒
を
奪
う
。
こ
れ
を
き
い
た
董

　
　
　
達
の
父
、
董
太
公
は
、
単
潮
虎
、
歪
蹄
虎
と
と
も
に
、
趙
匡
胤

　
　
　
ら
を
追
っ
て
来
る
が
、
三
人
に
殺
さ
れ
る
。
柴
栄
、
趙
匡
胤
、

　
　
　
鄭
恩
の
三
人
は
、
柴
栄
の
叔
父
、
郭
彦
威
に
取
り
立
て
ら
れ
る
。

（
1
4
）
　
包
世
軒
「
門
頭
溝
的
秋
歌
会
」
（
以
下
［
包
］
）
と
姚
宝
蒼
「
海

　
　
　
淀
区
民
間
花
会
」
（
『
北
京
文
史
資
料
』
第
五
十
八
輯
、
一
九
九

　
　
　
八
年
十
月
所
収
）
（
以
ド
［
姚
一
］
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
柄
に

　
　
　
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
ぺ
陀
頭
　
［
包
］
　
ム
カ
デ
の
精
、
［
姚
］
『
水
滸
伝
』
の
魯

　
　
　
智
深
あ
る
い
は
武
松
の
扮
装
。
二
、
小
二
流
　
［
包
］
　
ヤ
モ
リ

　
　
　
の
精
、
［
姚
］
「
二
班
」
と
も
呼
ば
れ
『
水
滸
伝
』
の
張
青
の
扮

　
　
　
装
。
三
、
公
子
　
［
包
］
蛙
の
精
、
［
姚
］
『
水
滸
伝
』
の
工
英

　
　
　
の
扮
装
。
四
、
坐
子
　
［
包
］
な
ま
ず
の
精
、
［
姚
］
狐
の
精
で

　
　
　
『
水
滸
伝
』
の
胆
二
娘
の
扮
装
。
五
、
樵
夫
　
［
包
］
青
石
の
精
、

　
　
　
［
姚
］
『
水
滸
伝
』
石
秀
の
扮
装
。
六
、
漁
翁
　
［
包
］
白
石
の

　
　
　
怪
、
［
姚
］
『
打
漁
殺
家
』
の
蕭
恩
の
扮
装
。
七
、
漁
婆
　
［
包
一

　
　
　
貝
の
精
、
［
姚
］
『
打
漁
殺
家
』
の
蕭
恩
の
む
す
め
、
蕭
桂
英
の

　
　
　
扮
装
。
八
、
売
薬
先
生
　
［
包
］
ス
ッ
ポ
ン
の
精
、
［
姚
］
タ
ニ

　
　
　
シ
の
精
で
『
水
滸
伝
』
の
安
進
全
の
扮
装
。
九
、
打
躍
的

　
　
　
［
包
］
小
エ
ビ
の
精
、
［
姚
］
「
俊
鋼
」
は
ウ
ワ
バ
ミ
の
精
で

　
　
　
『
水
滸
伝
』
の
孫
一
。
娘
、
「
丑
雛
」
は
賦
の
精
で
『
水
滸
伝
』
の

　
　
　
顧
大
嫂
の
扮
装
。
十
、
打
鼓
的
　
［
姚
］
「
俊
鼓
」
は
虎
の
精
、

　
　
　
「
丑
鼓
」
は
拉
の
精
で
『
水
滸
伝
』
の
時
遷
の
扮
装
。

　
　
　
　
さ
ら
に
姚
宝
蒼
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
伝
承
も
あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
韓
家
川
和
西
北
旺
高
誼
表
演
的
是
十
二
個
精
霊
捉
拿
張
天
師

　
　
　
的
故
事
。
在
一
次
旧
暦
三
月
三
目
的
蝿
桃
会
上
、
金
花
娘
娘
喝

　
　
　
酔
了
酒
、
玉
了
鞍
、
張
天
師
羞
辱
了
款
、
于
是
款
糾
集
了
十
二

　
　
　
個
積
雲
去
拿
張
天
師
。

（
1
5
）
　
呉
効
群
「
文
化
的
衝
突
与
較
量
　
－
　
北
京
妙
峰
山
碧
霞
元
君

　
　
　
信
仰
与
天
津
」
（
拡
増
版
『
二
十
一
世
紀
』
、
二
〇
〇
三
年
四
月

　
　
　
三
十
日
所
収
）
。

（
1
6
）
　
『
老
北
京
店
舗
的
招
幌
』
（
博
文
書
社
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
1
7
）
　
参
詣
曼
荼
羅
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
編
『
社
寺
参
詣

　
　
　
曼
荼
羅
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
）
、
和
歌
山
市
立
博
物
館

　
　
　
『
○
二
秋
季
特
別
展
　
参
詣
曼
荼
羅
と
寺
社
縁
起
』
（
二
〇
〇
二

　
　
　
年
）
な
ど
参
照
。

（
1
8
）
　
妙
峰
山
に
か
か
わ
る
唱
導
の
芸
能
は
、
現
在
知
り
う
る
か
ぎ
り

　
　
　
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
清
の
北
京
に
は
「
奥
さ
ま
の

　
　
　
妙
峰
山
詣
」
と
い
う
、
あ
る
女
性
が
南
道
を
た
ど
っ
て
妙
峰
山

　
　
　
に
詣
で
る
逐
一
を
う
た
う
「
馬
頭
調
」
の
長
編
の
俗
曲
か
お
り
、

　
　
　
そ
の
歌
詞
が
李
家
瑞
『
北
平
風
俗
類
徴
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。



補１
　
本
稿
脱
稿
後
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
小
南
一
郎
教
授
の
ご

　
　
教
示
に
よ
り
、
沌
華
（
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｖ
已
著
、
陳
巴
黎
・
燕
漢

　
　
生
訳
「
妙
峰
山
行
香
走
会
」
（
『
法
国
漢
学
』
第
七
輯
、
中
華
書
局
、

　
　
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
は
「
十
八

　
　
棺
香
会
図
」
（
本
論
文
中
の
『
旧
京
社
戯
図
』
と
同
じ
も
の
）
を

　
　
挙
げ
な
が
ら
、
妙
峰
山
と
香
会
と
に
つ
い
て
述
べ
た
五
十
頁
に
及

　
　
ぶ
論
考
で
、
内
容
的
に
本
論
文
と
重
な
る
部
分
も
多
く
、
豊
富
な

　
　
実
地
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
は
有
用
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
　
時
間
と
紙
幅
の
制
約
に
よ
り
、
本
稿
に
こ
れ
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

　
　
は
断
念
し
た
が
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
と
く
に
補
足
・
訂
正
し
て

　
　
お
き
た
い
。

　
　
・
本
論
文
十
六
頁
、
康
煕
四
十
六
（
一
七
〇
七
）
年
に
「
老
会
」

　
　
と
い
う
の
は
不
都
合
か
も
し
れ
な
い
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
茫

　
　
華
論
文
に
よ
れ
ば
、
妙
峰
山
碑
中
、
道
光
十
六
（
一
八
三
六
）
年

　
　
に
重
刻
さ
れ
た
康
煕
二
（
一
六
六
三
）
年
の
碑
の
拓
本
に
「
老

　
　
会
」
の
字
が
見
え
る
と
い
う
。
ま
た
、
創
設
後
百
年
を
経
ず
と
も
、

　
　
会
に
「
子
」
が
で
き
れ
ば
「
老
会
」
を
名
の
る
こ
と
が
で
き
た
と

　
　
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
老
会
」
の
文
字
が
重
刻
の
さ
い
に
加
え

　
　
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
康
煕
四
十
六
年
に
「
老
会
」
が
あ
っ

　
　
て
も
不
都
合
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
図
の
制
作
が
康
煕
四
十
六
年

　
　
で
あ
る
可
能
性
は
ふ
た
た
び
浮
上
す
る
。

　
　
・
本
論
文
三
十
二
頁
、
図
八
の
芸
能
を
「
綱
渡
り
」
と
し
た
の
は

　
　
「
棒
渡
り
（
積
子
）
」
で
あ
ろ
う
。

２
　
本
論
文
二
十
八
頁
、
「
開
路
」
の
由
来
に
つ
い
て
、
「
開
路
」
は
す

　
　
な
わ
ち
「
方
相
氏
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
た
と
え
ば

　
　
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
の
　
「
開
路
神
君
乃
是
周
礼
之
方
相
氏
是

　
　
也
」
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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